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１ ．

山

梨

県
人

会

連
合

会

女

性
の
会
　
　
　

＼｛
二

・亀″
　
　
第
3
3
回
総

会
・
創
立
3
0
周
年

記

念
式

典

1
９
９
０
年
に
連
合
会
婦
人
部
と
し
て
設
立
さ
れ
た
女
性
の
会
が
創
立
3
0周
年
を

迎
え
、
記
念
式
典
を
第
１
回
総
会
と
同
じ
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
お
い
て
開
催
。コ

ロ
ナ
禍
で
延
期
さ
れ
て
き
た
総
会
・
懇
親
会
も
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
退
任
す

る
中
岡
啓
子
会
長
の
後
任
に
朱
宮
明
美
氏
（
首
都
圏
甲
府
会
）
を
選
任
し
た
。

連
口
の
猛

暑
が
続
く
８

月
2
6
日
、
ア
ル

カ
デ
ィ
ア

巾
ヶ
谷
に
お
い
て
連
合
会
女
性
の
会
の
創
立
3
0
周
年

記
念
式
典
並
び
に
こ
の
３
年
間
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
開
催

で
き
な
か
っ
た
第
3
0
川
工

弔
3
3川
の
総
会
も
併
せ
て

挙
行
さ
れ
、
８１
名
が
参
集
し
ま
し
た
。

」

創
立
3
0周
年
記
念
式
典

理
事
の
奥
山
沢
佐
子
さ
ん
の
司
会
で
開
式
し
、
始
め

に
中
岡
啓
子
会
長
が
「
来

賓
多
数
の
御
臨
席
の
下
3
0

周
年
記
念
式
典
を
開
催
で
き
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝

し
ま
す
。こ
の
3
0年
闘
人
と
犬
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
目
指

し
て
様
々
な
県
人
会
活
動
に
参
加
し
て
来
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
犬
と
人
の
つ
な
が
り
の
先
に
犬
と
も
の
、

犬
と
ふ
る
さ
と
山
梨
を
つ
な
ぐ
強
い
力
と
な
る
女
性
の

会
を
目
指
し
て
、
更
な
る
県
人
会
活
動
の
発
展
に
力
を

尽
く
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
役
員
が
力
を
合
わ
せ
て
準
備
し
た
「
3
0周

年
記
念
映
像
『
女
性
の
会
3
0年
の
歩
み
と
か
ら
分
間
に

わ
た
り
上
映
さ
れ
、
大
き
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。
次

に
多
数
の
来
賓
を
代
表
し
て
、
長
崎

幸
太
郎
知

事
代

理
の
瀧
本

勝
彦
東
京

事
務
所
長
が
「
女
性
の
会
こ
そ

山
梨
県
人
会
の
特
色
で
は
な
い
か
と
思
い
、
活
発
で
あ

る
と

言
わ
れ
て
い
る
北
海

道
や
鹿
児
島
県
な
ど
の
東

京
事
務
所
長
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
他
県
の
県

人
会
に
は
例
の
な
い
組
織
。
山
梨
県
人
会
が
盛
ん
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
原
動
力
が
女
性
の
会
で
あ
る
こ
と

を
再

認
識
し
ま
し
た
。
更
な
る
発
展
を
祈
念
し
ま
す
」

と
述
べ
、
次
に
連
合
会
の
清
水
喜
彦
会
長
が
「
山
梨
は

元
々
養
蚕
の
盛
ん
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
働
き
者
の
女
性

を
中
心
に
物
事
が
進
ん
で
き
た
。
県
人
会
も
同
様
に
こ

れ
ま
で
も
支
え
て
頂
い

た
女
性
の
会
の
益
々
の

発
展
に
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

続
い
て
、
近
年
の
活
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動
に
貢
献
し
た
役
員
に
対
す
る
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ

り
、
中
込
勝
子
名
誉
会
長
ほ
か
1
6名
の
歴
代
役
員
に

対
し
て
中
岡
会
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
式
典
は

閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

ｌ

第
3
0回
～
3
3回
総
会

記
念
式
典
に
続
い
て
総
会
も
奥
山
鼓
佐
子
さ
ん
の

司
会
で
開
会
。
始
め
に
こ
の
３
年
間
に
逝
去
さ
れ
た
故

野
本
荘
子
、
雨
宮
富
士
子
、
赤
岡
久
子
の
３
役
員
に
対

し
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
中
岡
会
長
が
議
長
と
な
り
、
令

和
元
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の
活
動
報
告
・
会

計
報
告
、
令
和
５
年
度
の
活
動
計
画
・
予
算
案
を
一
括

上
程
し
、
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
る
と
、
新
役
員
体

制
の
紹
介
に
移
り
ま
し
た
。

．一心 ．．
Ｉ　　　　　　　　 ／ 匹S. ，ヽ.W

主

な
役

員
は

会
長

＝
朱
宮
明

美

、
副

会

長

＝

荒

井

恵

凰

、
奥

山

員

佐

子

、
事

務
局

＝
鷹
野

由

香

、
会

計

＝

遠

藤

千

波

、
監

査

＝

矢

崎

康

子

、

理

事

＝
1
3
名

、

名

誉
会
長

＝
中

岡

啓

子

、
顧

問

＝

中

込

勝

子

、

相

談
役
＝

田
中

綾
子
、
西
潟
な
み

江
、
伊
藤
朝
子

一

懇
親
会

懇
親
会
は
成
道
和
子
・
鷹
野
由
香
さ
ん
の
司
会
で

開
会
し
、「
は
じ
め
の
こ
と
ば
」
が
朱
宮
明
美
新
会
長
か

ら
、
式
典
で
放
映
し
た
与
謝
野
晶
子
の
春
鶯
噂
酒
蔵
の
　

……

碑
に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
「
女
性
の
会
の
こ
れ
ま
で
培

わ
れ
た
伝
統
を
活
か
し
な
が
ら
、
新
た
な
形
を
創
り
出
　
　

ｊ

し
て
い
き
た
い
」
と
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い

て
朱
宮
新
会
長
か
ら
中
岡
前
会
長
に
花
束
が
贈
呈
さ

れ
、
女

性
の
会
顧
問
に
就
任
し
た
中
込

勝
子
連
合
会

会
長
代
行
の
「
朱
宮
新
会
長
は
会

員
の
心
を
一
つ
に
し

て
、
温
故
知
新
の
精
神
で
未
来
を
見
据
え
た
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
て
頂
き
た
い
」
と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
乾

杯
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
3
0周
年
記
念
公
演
も
３
部
に
渡

り
、
先
ず
は
岩
井
流

左
近
矢
益
美
さ
ん
に
よ
る
お
祝

い
の
舞
踊
・
長
唄
「
鶴
亀
」
が
演
じ
ら
れ
る
と
、
続
い
て
、

寛
舞
流
の
皆
様
に
よ
る
舞
踊
、
最
後
に
イ
タ
リ
ア
ミ
ラ

ノ
で
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
や
音
楽
療
法
、
ボ
イ
ス
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
教
室
な
ど
を
行
っ
て
い
る
甲
府
一
高
出
身
の
青

木
千
枝
子
さ
ん
に
よ
る
「
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
」
な
ど
の
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ド
が
演
じ
ら
れ
3
0周
年
と
４
年
ぶ
り
の
懇

親
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
に
事
務
局
の
鷹
野
由
香
さ
ん
の
「
女
性
の
会
は

本
日
の
総
会
パ
ン
フ
表
紙
写
真
の
富
士
に
向
か
っ
て
羽

､i,なI.'fべ.11 ら卜 φ.11 ･り卜
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「
ク
ー
ル
①
や
ま
な
し
」
第
１
弾

連
合
会

事
業
委
員
会
（
飯
島
登

美
夫
委
員
長
）
が
「
や
ま
な
し
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
「
ク
ー
ル
や
ま
な

し
事
業
」
は
、
ふ
る
さ
と
山
梨
に
里

帰
り
し
て
山
梨
の
新
た
な
魅
力
を

訪
ね
る
「
ク
ー
ル

⑦
や
ま
な
し
」
と

都
内
や
首
都
圏
の
山
梨
県
人
ゆ
か

り
の
事
績

を
訪

問
す

る
「
ク

ー
ル

①
や
ま
な
し
」
の
２
本
立
て
で
展
開

XtT －

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
３
月
８
日
に
実
施
さ
れ
た
「
ク
ー

ル
⑦
や
ま
な
し
」
第
１
弾
の
「
米
倉
山
　

山
梨
県
産
グ
リ
ー
ン
水
素
見
学
ツ

ア
ー
」
に
続
い
て
、「
ク
ー
ル
①
や
ま
な
し
事
業
」
の
第
１
弾
「
甲
州
人
　

先

人
た
ち
の
偉
業
を
訪
ね
て
　

根
津
嘉
一
郎
翁
の
巻
」
が
６
月
2
2日
に
都
内

３
か
所
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
宿
駅
西
口
を
９
時
に
出
発
し
た
富
士

急
行

バ
ス
は
最
初
の
目
的
地
、

「
学
校
法
人

根
津
育
英
会
」
が
運
営
す
る
武

蔵
大

学
、
武
蔵
高
等
学
校
中

学
校
の
あ
る
練
馬
区
豊
玉
上
に
向
か
い
ま
し
た
。

武
蔵
高
等
学
校
中
学
校

・
武
蔵
大
学
（
練
馬
区
豊
玉
上
）

学
校
関
係
者
と
武
蔵
高
校
の
卒
業
生
で
も
あ
る
連
合
会
の
小
林
央
青
年

部
長
の
出
迎
え
を
受
け
て
正
門
に
到
着
。
全
員
に
武
蔵
ゲ
ッ
ズ
の
お
土
産
が

用
意
さ
れ
た
ホ
ー
ル
に
案
内
さ
れ
て
、
先
ず
初
め
に
こ
の
日
の
た
め
に
日
程

を
差
し
繰
っ
て
頂
い
た
根
津
公
一
理
事
長
か
ら
の
ご
挨
拶
（
理
事
長
挨
拶
要

旨
）
を
お
聞
き
し
て
か
ら
、
理
事
長
を
中
心
に
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

【
根
津
公
一
理
事
長
挨

拶
要
旨
】

山

梨
県
人

会
連
合

会
の
皆
様
よ
う
こ
そ
お
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た

。
根

津
家
直

系
の
３
代

目
根
津
公
一
で
す
。
現

在
は
東
武

グ
ル
ー
プ
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
関
係
は
退
い

て
、
こ
の
武

蔵

学
園
の
理

事
長
、
根
津

美
術
館
の
理
事

長
・
館
長
を

務
め
て
お
り
ま

事業委員会202ﾖ 年度企画 クール①やまなし東晨企画第7弾

/'甲川人先人たちの偉業を訪ねて

事業委員会主催｢クールやまなし｣事業の東京企画第1 弾は、山梨市出身の甲州財閥の

巨頭、根津嘉一郎翁の事績をたどる都内ツアーとして6 月２２日に開催。嘉一郎翁が創

立した｢武蔵学園中･高一大学｣、東武鉄道が運営する｢東京スカイツリー｣、嘉一郎翁が収

集した東洋古美術コレクションの｢根津美術館｣を清水会長以下40 名が訪れました。



馮isｒ

す
。
初
代

嘉
一
郎
は
こ
の
学
校

と
美

術
館
と
い
う
素
晴

ら
し
い
も
の
を
遺
し
て
く
れ

ま
し

た
。
私
立

美
術

館
と
し
て
も
嗜
矢

で
あ
り
、
私

立

学
校
と
し
て
は
昨
年

百

周

年

を
迎

え
ま
し
た
。
特
に
こ
の
武
蔵

学
園

に
は
当

時
も
っ
と
も
必
要

と
さ
れ
た
国

際
的

教
養

を
身
に
付

け
た
エ
リ

ー
ト
を
育

成
す
る
と
い
う
、
自
分
は
ア
イ

デ
ア
と

金
は
出

す
が
口
は
出
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
の
政

府
の
要

人
と
著

名
な
教

育

者
十
数
名

を
集
め
て
議

論
さ
せ
、「
自
ら
調
べ
自
ら

考
え
る
力

あ
る
人

物
」
な
ど

の
建
学
の
三
理

想
を
掲

げ
て
創
立

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
学
校
に
は
将

来
の
日

本
を

背
負
う
優

秀
な
若
者

を
育
て
る
こ
と
が
最
大
の
社
会
貢

献
で
あ
る
と
考
え
た
嘉
一

郎
の
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
後
上

映
さ

れ
る
百

周
年

史
を
描

い
た
ビ

デ
オ
で
こ
の
辺
り
を
是
非
ご

覧
に
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
こ
う
し
た

初
代
の
熱
意

は
、
山
梨
の
風

土
で
鍛

え
ら
れ
た
山

梨
県
人
の
良
い
面

か
と
思
い
ま

す
が
、
父
に
よ

る
と
聞
か
ん
坊
で
負
け
ず
嫌
い
の
気
質
で
家

族
は
大
変
迷

惑
し

た
と
聞

か
さ
れ
ま

し

た
。
よ

く
受
け
る
質
問
に
、「
武

蔵
学
園
は
な
ぜ
東

武
線
沿

線
で
は
な
く
て
西
武

線
沿

線
に
あ
る
の
で
す
か
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
百
年

前
、
当
時
嘉
一
郎

が
オ
ー
ナ

ー
で
あ
っ
た
武
蔵

野
鉄
道
沿

線
の
江
古
田
に
創
」已
し
た
の
で
す
が
、
そ
の

後
西
武
の
堤
康
次

郎
が
や
っ
て

来
て
「
武
蔵

野
鉄

道
の
株
を

売
っ
て
く
れ
」
と
言
わ

れ
、「
嫌
だ
っ
た
け
ど
売
っ
た
」
と
い
う
話
を

聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
後
武

蔵
野

鉄
道

の
経

営
が
西
武

に
移

り
西
武

鉄
道

に
な
っ
た
た
め
に
こ
う
な
っ
た
と
い
う
経

緯
で

す
。続

い
て
、
学
園
創
立
百
周
年
の
昨
年
2
0
2
2

年
に
制
作
さ
れ
た
ビ

デ
オ
「
武
蔵
百
年
の
歩
み
」
を
視
聴
し
て
江
古
田
キ
ャ
ン
パ
ス
構
内
の

見
学
に
移
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
あ
ち
こ
ち
に
か
つ
て
の
武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
棒

な
ど
の
大
木
が
繁
り
千
川
上
水
の
一
部
で
あ
っ
た
濯
川
が
流
れ
る
中
を

案
内
さ
れ
て
1
9
2
8

年
に
完
成
し
た
大
講
堂
へ
。
9
5年
前
に
建
設
さ

れ
、
関
東
大
震
災
や
戦
災
に
も
被
害
を
受
け
ず
練
馬
区
登
録
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
こ
の
大
講
堂
は
収
容
人
員
千
名
で
現
在
も
入
学
式
、

卒
業
式
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
玄
関
を
入
っ
た
正
面
で
は
山
梨

市
の
万
力
公
園
で
な
じ
み
の
深
い
根
津
嘉
一
郎
翁
の
銅
像
が
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。

誦lf 騨獣(ﾉ ﾌﾞﾚ贈 炉（
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東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
（
墨
田
区
押
上
）

約
１
時
間
の
見
学
を
終
え
て
武
蔵
学
園
を
後
に
し
、
次
の
目
的
地
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
あ
る
押
上
に
向
か
い
ま
す
。
バ
ス
は
ほ
ぼ
予
定
通

り
の
時
間
に
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ー
階
の
団
体
バ
ス
駐
車
場
に
到
着
。

ア
プ
ロ
ー
チ
に
あ
る
雨
の
口
も
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
富
士
山
を
背
景
に
写

真
が
撮
れ
る
人
パ
ノ
ラ
マ
の
前
で
集
合
写
真
を
撮
影
。
続
い
て
出
迎

え
て
く
れ
た
運
営
会
社
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
（
株
）
取
締
役
運
営
部

長
の
梶
岡
達
朗
様
か
ら
概
要
説
明
を
拝
聴
。
こ
こ
で
も
電
波
塔
の
高
さ

６
３
４
ｍ
は
「
武
蔵
（
む
さ
し
）
」
に
由
来
す
る
と
の
こ
と
で
東
武
グ

ル
ー
プ
嘉
一
郎
翁
の
遺
志
を
感
じ
る
逸
話
や
建
設
の
経
緯
な
ど
を
伺
い

ま
し
た
。
見
学
と
買
い
物
は
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
定
員
の
関
係
で
２

班
に
分
か
れ
て
行
動
、
約
２
時
間
、
た
っ
ぷ
り
東
京
ヒ
空
か
ら
の
風
景

を
堪
能
し
ま
し
た
。

昼
食
（
本
所
吾
妻
橋
　
割
烹
「
と
ん
ぼ
」
）

隅
田
川
に
か
か
る
吾
妻
橋
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
本
社
ビ
ル
の
金
の
泡

（
本
当
は
聖
火
台
の
炎
と
の
こ
と
で
す
が
）
近
く
の
昭
和
８
年
創
業

「
割
烹
と
ん
ぼ
」
の
会
席
弁
当
で
昼
食
。
ゆ
っ
く
り
食
事
を
楽
し
ん
で

最
後
に
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
甘
納
豆
は
何
と
甲
府
市
池
田
の
八

雲
製
菓
謹
製
で
し
た
。

８

Ｊ『 ＼』謳Ｆ:
｜



｀WSSI ●7

根
津
美
術
館
（
港
区
南
青
山
）

割
烹
と
ん
ぼ
の
玄
関
前
か
ら
４
度
目
の
バ
ス
乗
車
。
本
日
最
後
の
訪

問
場
所
、
南
青
山
の
根
津
美
術
館
に
向
か
い
ま
す
。
あ
い
に
く
の
小
雨

が
ぱ
ら
つ
く
中
を
始
め
に
地
下
の
講
堂
に
案
内
さ
れ
、
根
津
公
一
館
長

か
ら
概
要
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

「
根
津
公
一
理

事
長

・
館

長
説
明
要

旨
」

根
津

美
術
館
の
概
要

・
隈
研
吾
の
設
計
と
日
本

庭
園
、
東
洋
美
術
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
ロ
コ
ミ
で
伝

わ
り
、

最
近
の
入
館
者
の
半

数
は
外

国
人

・
1
9
4
0

年
に
初
代
嘉
一
郎
が
亡
く
な
り
、
翌
年

２
代
嘉
一
郎
が
私
邸
を

美
術
館

と
し
て
公

開

・
空

襲
に
よ
り
焼
失
し
た

が
収

蔵
品
は

疎
開
さ
せ
て
い
た
た
め
1
9
4
6

年
に
再

開
。
2
0
0
9

年
に
隈
研
吾
設
計
で
現
建
物
に
建
て
替

え

・
収

蔵
点
数
7
6
0
0

件
、
う

ち
国
宝
７
件
、
重
要

文
化
財
8
9件
、
重
要

美
術
品
9
5

件・
最
も
有
名

な
収
蔵
品

は
尾
形
光

琳
作
「
燕

子
花
図
」
、
小

中
高
校
の
教
科

書
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
現
五
千
円
札

紙
幣
の
裏
面
の
図

案
に
使

わ
れ
て
い
る

・
当
美
術
館

の
使
命
で
あ
る
①
収
蔵
美

術
品
の
維

持
管
理

②
収
蔵
品
の
公
開

③
収

蔵
品

の
調

査
研

究
の
た
め
、
収
蔵

庫
の
更

新
や
耐

震
改

修
を
行

い
、
公

益

財
団
法

人
と
し
て
展
示

や
運
営
、
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

続
い
て
、
訪
問
時
に
開
催
中
の
企
画
展
「
救
い
の
み
ほ
と
け

１

お
地

蔵
さ
ま
の
美
術
１
」
担
当
の
本
田
諭
（
根
津
美
術
館
学
芸
第
二
課
長
）

様
の
企
画
展
の
概
要
説
明
を
う
け
て
か
ら
、
各
自
で
自
由
に
館
内
を
美

術
鑑
賞
し
、
現
地
で
自
由
解
散
と
な
っ
た
。

今
回
の
「
ク
ー
ル

①
や
ま
な
し
第
１
弾
」
の
研
修
企
画
は
東
武
グ

ル
ー
プ
の
全
面
的
な
御
協
力
と
ツ
ア
ー
を
運
営
し
て
頂
い
た
東
武
ト
ッ

プ
ツ
ア
ー
ズ
の
念
入
り
な
準
備
に
よ
り
、
定
刻
通
り
に
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
全
て
の
日
程
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
事
業
委
員
会
）

－

‐
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新聞は終戦時まで横書きは右横書きでした。読みづらいです ‾|

ね。

横書きは①右横書きと②左横書きが混在していたので､非能率

的です。本格的に左横書きが広まるのは終戦後です。

｢かふふ騨｣問題に戻ります。

①｢かふふ｣は歴史的仮名遣いです。昭和21 年､｢ 現代仮名遣い｣

を文部省(今の文科省)が使うように発令して以来使われなくなり

ました。甲府駅の掲示によると歴史的仮名遣いでは｢かふふ｣と表

記されていたのですね。

それでは｢かふふ騨｣は間違いでは無いと思うかも知れません。

しかし､文献3の92 頁に｢昭和2年､駅名はカナで左横書き｣に統一

することになったが国粋主義者の大臣によって直ぐに元の｢かな

で右横書き｣に戻ったとあります。つまり｢かふふ騨｣たった事は無

いはずで､｢騨ふふか｣(注:右から読みます)たったはずです。

戦前の駅名標の写真を集めてみました。皆､平仮名で右横書き

ですね。

甲府駅はどうだったのでしょう。山梨県立図書館に問い合わせて見ました

山梨県立図書館からの素晴らしい返答を頂きました。

引用開始

お問い合わせいただいた件につきまして、回答いたします。

1946( 昭和21) 年11 月7日の読売新聞に、下記のような記事があり

ましたので記載いたします。

｢騨名も左書き　新かなづかい｣

近く実施される現代かなづかいに即して国鉄の全国4126 駅の

駅名標示が書き換えられる
Ｏ
主な例は　▽とうきやう(東京)とうき

ょう▽おほさか(大阪)おうさか▽きやうと(京都)きようと▽てうし(

銚子)ちようし▽かふふ(甲府)こうふ▽じふでふ(十條)じゆうじよ

う　等。

とあります。1946 年には今の｢こうふ駅｣( 左横 書き､ 現代 仮名遣い) の看板に変わ

ったのでしょう。図書館から甲府駅開業当時の写真が添付されていました。画像は

正直です。右後方に駅名標が見えます。

駅 名を拡大してみました。

私の予 想通り､｢ ふふか｣と書か れてい ます。下にローマ字｢ＫＯＦＵ｣とあるのも興

味深いです。そういうわけで、現在甲府駅に掲示されている｢甲府駅は｢ かふふ騨｣

として親しまれた｣とあるのは｢ 間違いでは無い｣ ですが､ 本来ならば往かふふ騨と

して親しまれた( 注:元は｢ 騨ふふか｣と表示されていた)》とても表示すべきです。

文献1.｢ 現代 かな づか い｣( 昭 和21(1946) 年11 月16 日　内 閣 訓令 第8 号､ 内 閣告示 第33 号)

文 献2.｢ 現代 仮名 遣い｣( 昭 和61(1986) 年7 月1 日　内 閣 訓令 第1 号､ 内閣 告示 第 １号)

文 献3. 紀 田順 一郎『日本 語大 博物 館　 悪 魔の文 字と闘っ た人々』(ジャストシス テム　1994)

文 献4. 文化 庁『国 語施 策百 年史 』(ぎょうせい　2006)

文 献5.『停 車 場変 遷大 事典　 国 鉄･JR 編』1(JTB　1998)

文 献6. 甲府 市市 史編さん 委 員会編『甲府 市史　 別編3( 甲 府の 歴 史)』(甲府 市　1993)

壮

絶
・
月

光

に

敢

艦

吹

飛

ぶ

１

川

り

川

吻

μ`
ｑ
ｑ
Ｑ
り
μ
ｈ
紆
６
４
！

．Ｉ

！
―

．ｉ

。
。や
！

－

４

４

－

・

Ｉ

？

Ｉ

’～

人
い
Ｉ

！

一
！

！

４
卜
ｉ

Ｋ
Ｉ

Ｉ
あ
興ｒ
斡
皿
｜

―

卜
！

『
糖

成

功

！

裁

戒

裡

の

敵

港

へ

突

入

シ

ド
ニ

ー

で

敵

艦

撃

沈

我
が
方
三
隻
未
だ
婦
還
せ
す

英

戦

艦

討

乙

巡

託

撃

破

デ
エ
ゴ
ース
ワ

レ
ズ
に
凱
歌

望月吉彦(広報委員会 委員)
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甲府駅下り線ホームにこのような掲示があります(右の写

真参照)。

甲府駅は｢かふふえき｣として親しまれたとあります。

この看板を見れば｢かふふ騨｣という看板があったと誤解

されかねません。これは｢間違い｣だと思いました。その辺り

を考察したいと思います。剣呑な話ではありません。

上記紹介文に｢かふふ｣とはに うふ｣の歴史的仮名遣いで

す｣とあります。

歴史的仮名遣いとは平安時代から使われてきた仮名遣

聊 ｍ 芦ｉＪ７ 司Ｕ 戸 圖 ●暉祠
か ふ ふ 騨 ： 異 聞

2 ０ ２ ３ 年 ６ 月 １ １ 日
，

甲 府 駅 の 開 業 １ ２ ０ 周 年 イ ベ ン ト が 北 口 で 行 わ れ ま し た ．こ れ は １ ９ ０ ３( 明

治 ３ ６) 年 ６ 月 １ １ 日 に 甲 府 駅 が 開 業 し た か ら で す ．
そ れ に ち な ん だ 話 題 を1 つ 提 供 し ま す

。Ｊ 羅素面1　

●-●●　..●j―●.~●』......〃●.,31._._.』..................‥...,.･,..一一.,･......‥　...●,.=･･｡k1.‥一一,1..　....a......~4...心J　..･rii],:,.‘･

い です。江戸時代 の僧侶で古典学者だった契 沖が『万 葉集』､『日本 書紀』､『古事記 』､『源氏物語』などの古典に使 われ

ている仮名遣いを｢ 和字正 濫抄( わじしょうらんしょう)｣ にまとめたので、以後､ これに準じた仮名遣い が｢ 歴史的仮名

遣い｣と称せられるようになりました。

いくつか紹介しましょう

蝿 →はへ 家 →いへ 蛙→かへる 敢→あへて　 喘 息→あへきｅtｃ.

太平洋戦争終了後に､表記と発音とのず れが大きい 歴史的 仮名遣いは使われなくなりました。今私たちが使っている｢

現代仮名遣い｣ にとって変わられました。

江戸時 代まで日本語は縦 書きが基本でした。日本語の縦 書きは右上 から､左下に文章が続きます。つまり､右 から左

に読むの が日本語を読む時 の基本です。明 治になり西 欧系 の言語で書かれた書物 が大量に持ち込まれました。西 欧

系 の言語は左 から右 の横書きです。日本人は右 から左に読む のに長い 事慣 れ親しんでい ました。明治 の人は困り果

て､四つの書き方が取り入れられます。縦横十左 右があり､理論的には4 通りの書き方があります。

①右縦 書き:今も普通に使われています。

②左縦 書き:普及しませんでした。

③右横書き:右から左に向 かっての横書きです。普通に日本でも使われていました。

④左横書き:左から右に横書きします。英独仏西葡蘭露語など､すべて横左書きです。日本の横書き文章も同 様です。

現在､ 普通に我々が使うのは①と④ですが、③も普通に使われていました。

川端康成の｢雪 国｣ の冒頭を③④で記してみました。①は普通の縦書きなので省略します。

③横右書き( 右から左に読む)

。たっあで国雪とるけ抜をルネソトい長の境岡

頭に入ってきません。

④横左書き:

国境の長いトソネノt/を抜けると雪国であった。

これなら今でも普通に読めますね。

つまり日本語で文を書く方法として現在残っている文章の表記法は縦右書き､横左書きの二つです。太平洋戦争時

の新聞を見てみましょう。
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家
業
の
書
店
の
店
番
で
少
年
少
女
漫
画
は
す
べ
て
読
破
。マ
ン
ガ
好
き
の
少
女
が
甲
府
一
高
２
年
生
で
Ａ
Ｆ
Ｓ
交
換
留
学
生
と

Ｌ

ｔ
　
　
　

し
て
米
国
ミ
ズ
ー
リ
州
に
１
年
間
留
学
。
初
め
て
自
分
の
無
知
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
無
知
は
恥
で
あ
り
、
罪
で
あ
る
と
自
覚
。
東
京

Ｍ
　
　

大
学
卒
業
後
は
、
政
治
家
の
妻
と
し
て
、
２
児
の
母
と
し
て
の
役
目
を
果
た
し
な
が
ら
学
者
・
教
育
者
の
道
を
歩
み
続
け
る
こ
と

に
。
常
に
目
の
前
の
難
題
を
受
け
入
れ
て
最
善
を
尽
く
し
て
来
た
人
生
の
軌
跡
を
塩
崎
千
枝
子
前
学
長
に
伺
っ
た

聞
き
手
山
梨
県
人
会
連
合
会
広
報
委
員
長
　
山
下
昌
彦

～

ご
出
身
は
甲
府
市
で
す
ね

願
　
　
　

甲
府
市
青
沼
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し

た
が
、
一
日
の
大
半
を
父
の
店
の
あ

る
朝
日
町
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

ｊ

ご
実
家
は
本
屋
さ
ん
で
し
た
か

は
い
。
父
は
最
初
は
古
本
屋
を
営

ん
で
い
た
の
で
す
が
、
私
か
小
学
生

の
頃
に
新
刊
書
店
に
な
り
、
そ
れ

一
　

か
ら
は
店
　
大
　
忙
し
く
な
り
ま
し

た
。

－

ど
ん
な
子
供
時
代
を
過
ご
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
か

山
梨
英
和
幼
稚
園
、
山
梨
大
学
附

属
小
学
校
に
行
き
ま
し
た
が
、
と
て

ｆ
　

も
楽
し
い
時
代
で
し
た
。
小
学
４

年
生
の
頃
ま
で
若
尾
バ
レ
エ
教
室
に

通
っ
て
い
て
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体

を
動
か
す
バ
レ
エ
が
人
好

き
で
し

た
。
か
な
り
お
転
婆
で
同
級
生
の
男

の
子
た
ち
と
取
っ
組
み
合
い
の
け
ん

か
を
し
た
り
、
学
校
帰
り
に
は
御
崎

神
社
か
ら
遠
く
は
湯
村
山
の
方
ま
で

あ
ち
こ
ち
寄
り
道
し
て
木
に
登
っ
た

り
、
桑
の
実
を
取
っ
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
で
も
母
が
病
弱
で
し
た
の
で

家
の
手
伝
い
は
た
く
さ
ん
し
ま
し

た
。
ご
は
ん
作
る
よ
り
漫
画
が
読
め

る
店
番
の
方
を
選
ん
で
、
売
物
の
少

年
少
女
漫
画
は
全
て
読
破
し
て
い
ま

し
た
。
世
界
文
学
全
集
の
方
を
手
に

取
っ
て
い
れ
ば
私
の
人
生
も
変
わ
っ

て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

12
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で
も
当
時
の
漫
画
は
月
刊
誌
中
心

の
時
代
か
ら
次
々
と
週
刊
誌
が
創
刊

さ
れ
る
草
創
期
の
勢
い
と
魅
力
に
あ

ふ
れ
て
い
て
、
も
う
夢
中
で
し
た
。

少
女
漫
画
は
当
然
の
こ
と
、
ス
ポ
ー

ツ
根
性
も
の
の
少
年
漫
画
や
社
会
派

の
白
土
三
平
の
作

品
な
ど
も
読
ん
で

い
ま
し
た
。
学
校

帰
り
に
毎
日
の
よ

う
に
立
ち
寄
る
同

級

生

た

ち

に
混

じ
っ
て
私
も
立
ち

読
み
を
し
て
楽
し

い
毎
日
で
し
た
。

漫
画
史
が
書
け
る

く
ら
い
読
み
ま
し

た
。こ

ん
な
調
子
で

サ

ラ

リ

ー
マ

ン
　
一

家
庭
の
よ
う
な
し
つ
け
も
受
け
て
な

か
っ
た
の
で
、
遅
刻
は
常
習
で
宿
題

も
ほ
と
ん
ど
や
ら
な
い
。
夏
休
み
の

宿
題
な
ど
は
未
提
出
者
の
常
連
で
。

９
月
の
終
わ
り
に
な
っ
て
も
黒
板
の

左
隅
に
名
前
が
書
か
れ
た
ま
ま
で
し

た
。
今
思
い
出
す
と
と
て
も
恥
ず
か

し
い
で
す
。

－

ク
ラ
ブ
活
動
と
か
は

小
学
校
高
学
年
の
時
、
み
ん
な
で

放
課
後
に
一
生
懸
命
練
習
に
励
ん
で

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
た

の
は
と
て
も
良
い

思
い
出
で
、
中
学

校
で
も
合
唱
部
に

入
り
ま
し
た
。
友

達
に
つ
ら
れ
て
テ

ニ
ス
部
に
も
入
り

ま
し
た
が
、
運
動

神
経
は
い
ま
い
ち

で
勝
て
な
い
し
、

水

は

飲

む

な

、

プ
ー
ル
も
ダ
メ
と

い
う
当
時
の
体
育

会
的
世
界
に
は
な

じ
め
ま
せ
ん
で
し

た
。

－

甲
府
一
高
に
進
学
し
ま
す

中
学
校
ま
で
は
授
業
以
外
で
は
あ

ま
り
勉
強
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ

れ
で
済
ん
だ
時
代
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
店
か
ら
近
い
し
友
達
も
皆
行
く

の
で
一
高
に
進
み
ま
し
た
。
中
学
の

テ
ニ
ス
仲
間
は
み
な
高
校
で
も
テ
ニ

ス
部
に
入
り
大
活
躍
し
て
い
ま
し
た

が
、
私
は
誰
か
に
誘
わ
れ
て
生
物
部

に
入
っ
て
水
槽
の
カ
タ
ツ
ム
リ
の
世

話
を
し
て
い
ま
し
た
。

－

２
年
生
の
時
に
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
交
換
留

学
で
米
国
に
留
学
さ
れ
ま
し
た
ね

英
語
が
好
き
で
し
た
の
で
、
担
任

の
先
生
か
ら
勧
め
ら
れ
て
同
じ
ク
ラ

ス
の
友
達
と
一
緒
に
試
験
を
受
け
に

行
っ
て
た
ま
た
ま
選
ば
れ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
に
出
発
し
た
８
月
は
、
丁

度
一
高
が
甲
子
園
に
出
場
す
る
と
い

う
歴
史
的
な
年
で
、
み
ん
な
大
興
奮

の
夏
だ
っ
た
の
に
応
援
に
も
行
け
な

い
の
が
悲
し
く
、
ま
た
病
弱
な
母
が

入
院
中
で
、
も
う
母
に
会
え
な
い
か

も
知
れ
な
い
と
、
一
人
だ
け
泣
き
な

が
ら
羽
田
を
飛
び
立
っ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。

―
し
か
し
こ
の
留
学
で
世
界
観
が
変

わ
り
ま
し
た

そ
の
年
1
9
6
8

年
の
ア
メ
リ
カ

は
、
キ
ン
グ
牧
師
が
暗
殺
さ
れ
、
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
は
泥
沼
化
し
て
い
き
、

ア
メ
リ
カ
人
が
信
じ
て
き
た
自
由
や

平
等
や
民
主
主
義
が
大
き
く
揺
ら
ぎ

だ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ア
メ
リ
カ

の
中
で
も
最
も
保
守
的
な
中
西
部
ミ

ズ
ー
リ
州
の
、
そ
れ
も
他
な
ら
ぬ
日

本
に
原
爆
を
落
と
し
た
ト
ル
ー
マ
ン

大
統
領
の
生
ま
れ
故
郷
の
小
さ
な
町

で
一
年
間
暮
ら
し
ま
し
た
。

日
本
か
ら
の
留
学
生
は
初
め
て

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
週
に

Ｉ
、
二

回
は
い
ろ
い
ろ
な
会
に
呼
ば
れ
て
日

本
や
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
ス
ピ
ー

チ
を
し
ま
し
た
。
色
々
な
質
問
を
さ

れ
て
、
そ
れ
ま
で
、
世
界
の
こ
と
な

ど
何
も
考
え
ず
、
日
本
の
歴
史
も
キ

チ
ン
と
勉
強
し
て
こ
な
か
っ
た
私
に

気
づ
き
ま
し
た
。

英
語
が
で
き
な
い
以
前
に
、
世
界

の
こ
と
も
日
本
の
こ
と
も
何
も
知
ら

な
い
か
ら
話
せ
な
い
の
で
す
。
当

時
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
あ
り
ま
せ

ん
し
、
調
べ
る
本
も
手
元
に
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
。
「
卑
怯
な
戦
争
を
終
わ
ら

せ
る
た
め
に
原
爆
が
必
要
だ
っ
た
の

だ
」
と
言
わ
れ
て
も
反
論
す
る
こ
と

－

－

－
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－

・

も
で
き
ず
、
知
ら
な
い
こ
と
は
恥
で

あ
る
こ
と
、
罪
だ
と
い
う
こ
と
を
痛

感
し
ま
し
た
。
そ
の
時
初
め
て
本
気

で
勉
強
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
と
、
日
本
か
ら
来
た
こ
の
無

知
な
高
校
生
を
温
か

く
無
条
件
で
受
け
入

れ
て
く
れ
て
家
族
同

然
に
愛
し
て
く
れ
た

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
一
家
に
一
体
ど
う

や
っ
て
恩
返
し
を
し

て
い
け
ば
い
い
の
だ

ろ
う
か
と
生
涯
の
宿

題
を
背
負
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

－

留
学
の
た
め
１
年

遅
れ
で
東
京
大
学
に

入
学
し
ま
す

翌
年
の
８
月
に
２
年
生
に
戻
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
か
ら
は
真
剣
に
勉
強

し
ま
し
た
。
で
も
例
に
よ
っ
て
主
体

性
が
な
く
、
進
学
先
も
何
を
勉
強
し

た
い
か
も
あ
い
ま
い
の
ま
ま
で
し
た

が
、
幸
い
、
東
大
を
受
け
て
文
科
３

類
に
合
格
し
ま
し
た
。

明
確
な
目
的
も
持
た
ず
に
大
学
生

に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
学
問
分
野
に

触
れ
て
知
的
好
奇
心
を
掻
き
立
て
ら

れ
、
学
問
は
面
白
い
と
い
う
こ
と
に

気

づ

き
ま

し

た

。

サ

ー
ク

ル

活
動

は

Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
入
っ
て
、

４
大
学
対
抗
の
英
語

劇
に
打
ち
込
み
ま
し

た
。
私
は
主
役
を
も

ら
っ
て
、
皆
で
一
生

懸
命
に
練
習
し
て
総

合
優
勝
を
喜
び
合
っ

た
日
々
は
楽
し
く
懐

か
し
い
大
切
な
青
春

の
思
い
出
で
す
。

－

教
養
学
部
教
養
学

科
に
進
学
し
ま
す

３
年
次
か
ら
の
専
門
で
は
、
お
世

話
に
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
こ
と
を
キ

チ
ン
と
勉
強
し
よ
う
と
、
教
養
学
科

ア
メ
リ
カ
分
科
を
専
攻
し
ま
し
た
。

全
員
で
数
名
の
小
さ
な
学
科
で
し
た

が
こ
こ
で
後
に
夫
に
な
る
塩
崎
恭
久

（
元
厚
生
労
働
大
臣
）
と
出
会
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

－

日
本
興
業
銀
行
に
就
職
さ
れ
ま
し

た
大

学
４

年

の
就

活

も
主

体
性

な

く
仲

良
し

の

同
級

生

の
会

社
訪

問

に
く
っ
つ
い
て
回
り
、
世
間
知
ら
ず

の
私
は
初
め
て
社
会
の
冷
た
い
風
に

さ
ら
さ
れ
る
経
験
を
し
ま
し
た
。
当

時
の
東
大
女
子
の
就
職
は
本
当
に
厳

し
く
て
東
京
銀
行
、
丸
紅
、
日
本
航

空
、
ソ

ニ
ー
、
興
銀
と
回
り
ま
し
た

が
、
「
秘
書
は
で
き
ま
す
か
」
「
何

年
勤
め
る
つ
も
り
で
す
か
」
か
と
思

え
ば
「
何
年
も
い
ら
れ
て
も
困
る
ん

だ
よ
ね
え
」
「
現
役
で
自
宅
通
勤
で

な
け
れ
ば
駄
目
で
す
」
「
東
大
卒
の

方
に
や
っ
て
も
ら
う
仕
事
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
ど
こ
も
ま
と
も
に
相
手

に

し
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
な
ら
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
女

性
に
対
す
る
差
別
は
当
た
り
前
の
時

代
で
、
真
面
目
に
話
を
聞
い
て
く
れ

た
の
は
興
銀
だ
け
だ
っ
た
の
で
そ
こ

に
就
職
し
た
の
で
す
が
、
結
果
的
に

は
た
っ
た
１
年
で
結
婚
退
職
す
る
こ

―

－

・

－

！

－

ゝ

Ｓ

；

～

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｋ
Ｉ
Ｉ

Ｉ

Ｉ

／

‐

－

－

－

－

－

－

―

と
に
な
っ
て
興
銀
に
は
大
変
申
し
訳

な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

－

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
修
士
課
程
を

修
了
さ
れ
て
い
ま
す

そ
の
後
、
子
ど
も
も
生
ま
れ
、
夫

の
転
勤
と
と
も
に
家
族
で
下
関
、
ボ

ス
ト
ン
、
東
京
と
移
り
住
ん
だ
の
で

す
が
、
ボ
ス
ト
ン
に
は
夫
が
日
銀
か

ら
の
派
遣
で
（

Ｉ

バ
ー
ド
大
学
大

学
院
に
留
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
、
「
自
分
だ
け
？
」
と
夫
に
迫
っ

て
私
も
教
育
学
の
修
士
課
程
に
い
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

で
す
が
２
歳
と
４
歳
の
子
連
れ
留

学
は
本
当
に
大
変
で
、
あ
の
厳
し
い

生
活
が
も
っ
と
続
い
て
い
た
ら
完
全

に
離
婚
だ
っ
た
で
し
よ
う
ね
。
そ
れ

で
も
何
と
か
修
士
課
程
を
卒
業
し
て

帰
っ
て
き
ま
し
た
。

－

帰
国
後
、
最
大
の
転
機
が
訪
れ
ま

す
東
京
に
戻
り
、
保
育
園
児
と
小
学

生
の
子
ど
も
二
人
を
抱
え
て
子
育
て

も
大
変
だ
っ
た
の
で
す
が
、
私
も
仕

事
を
し
た
か
っ
た
の
で
留
学
時
代
の

友
人
の
紹
介
で
文
部
省
の
放
送
大
学

14
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開
設
に
併
せ
て
設
立
さ
れ
た
放
送
教
　

頼
み
こ
み
ま
し
た
。

育
開
発
セ
ン
タ
ー
の
助
手
と
し
て
フ

ル

タ
イ
ム
で
働
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。と

こ
ろ
が
義
父
の
塩
崎
潤
が
経
済

企
画
庁
長
官
に
就
任
し
た
の
で
夫
が

日
銀
を
辞
め
て
秘
書
官
に
な
り
、
更

に
そ
の
４
年
後
に
は
白
身
が
代
議
士

を
目
指
し
て
選
挙
区
の
松
山
に
帰
る

と
言
い
出
し
ま
し
た
。
政
治
家
の
妻

に
な
る
積
り
は
な
か
っ
た
の
で
私
も

迷
い
に
迷
っ
て
、
友
人
達
に
相
談
す

る
と
み
ん
な
が
離
婚
し
ち
や
え
ば
、

と
い
う
の
で
す
。

－

結
局
選
挙
区
の
あ
る
愛
媛
県
松
山

に
移
り
住
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

ね
そ
う
で
す
ね
。
経
済
力
も
な
い

し
、
結
果
的
に
は
子
ど
も
の
こ
と
を

考
え
て
松
山
に
つ
い
て
い
く
こ
と
を

決
め
ま
し
た
が
、
甲
府
か
ら
自
分
の

両
親
も
一
緒
に
来
て
も
ら
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
学
者
を
目
指
し
て
東
大

の
研
究
室
に
い
る
７
つ
下
の
妹
に
親

の
こ
と
を
頼
む
わ
け
に
も
い
か
な
い

し
、
私
も
仕
事
を
し
た
か
っ
た
の
で

松
山
で
は
明
治
時
代
に
四
国
最
初

の
女
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
た
当
地

の
女
子
教
育
の
名
門
、
松
山
東
雲
女

子
短
期
大
学
の
助
教
授
に
就
職
し
ま

し
た
が
、
父
親
の
地
元
秘
書
と
し
て

代
議
士
を
目
指
す
塩
崎
恭
久
の
妻
と

大
学
教
員
、
２
児
の
母
の
３
足
の
草

靫
を
履
く
生
活
は
想
像
以
上
に
厳
し

い
も
の
で
、
書
店
を
閉
め
て
一
緒
に

来
て
く
れ
た
両
親
の
助
け
が
な
か
っ

た
ら
到
底
や
り
切
れ
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

秘
書
時
代
の
７
年
は
夫
も
松
山
に

い
ま
し
た
が
、
初
当
選
以
降
、
一
昨

年
に
政
界
を
引
退
す
る
ま
で
の
2
8年

間
は
地
元
で
夫
の
代
理
で
出
る
会
合

や
冠
婚
葬
祭
だ
け
で
も
相
当
な
数
で

し
た
し
、
８
期
連
続
当
選
の
選
挙
の

裏
方
の
役
目
も
大
変
で
し
た
。
妻
役

割
も
、
子
育
て
も
研
究
活
動
も
、
い

つ
も
何
か
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
全
部
中
途
半
端
で
い
っ
ぱ
い

い
っ
ぱ
い
、
心
身
と
も
に
追
い
詰
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

教
育
者
と
し
て
の
役
目
は
何
と
か

－

ｊ

－

Ｉ

Ｉ

Ｉ

『

♂

果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
専
門
の
生

涯
学
習
、
女
子
教
育
、
家
庭
教
育
に

つ
い
て
論
文
執
筆
も
学
会
出
席
も
ま

ま
な
ら
ず
、
研
究
者
の
道
は
諦
め
ま

し
た
。

－

大
学
で
は
学
長
ま
で
務
め
ま
し
た

短
大
の
助
教
授
に
就
任
し
て
す
ぐ

に
４
年
制
大
学
設
置
準
備
に
と
り
か

か
り
、
9
2年
に
大
学
を
開
学
し
て

そ
ち
ら
に
移
り
ま
し
た
。
名
門
女
子

校
と
し
て
の
知
名
度
は
あ
り
ま
し
た

が
、
少
子
化
で
大
学
間
競
争
が
激
化

す
る
時
代
状
況
の
中
で
、
４
年
制
へ

の
移
行
や
共
学
化
な
ど
課
題
は
山
積

で
し
た
。

教
授
、
学
科
長
と
し
て
学
科
再
編

や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
な
ど
大
学
改

革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
教

養
学
科
の
出
身
で
も
あ
り
「
無
知
は

罪
」
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
、
あ
ら

ゆ
る
局
面
で
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
重

要
性
を
訴
え
て
頑
張
り
ま
し
た
が
、

専
門
資
格
の
増
強
と
い
う
大
き
な
流

れ
に
は
逆
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

2
0
1
6
年
か
ら
は
短
大
と
４
大

の
学
長
を
務
め
ま
し
た
が
、
教
学
と

経
営
の
両
面
か
ら
大
学
運
営
の
舵
を

取
る
の
は
な
か
な
か
大
変
で
し
た
。

大
学
淘
汰
の
荒
波
の
中
で
、
私
の
教

養
教
育
の
充
実
の
夢
は
二
の
次
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
建
学
の

精
神
で
も
あ
る
「
自
立
し
た
女
性
の

育
成
」
に
教
育
者
と
し
て
全
力
で
努

め
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
、
自
ら
考

え
、
判
断
し
行
動
し
て
、
自
立
し
て

生
き
て
い
く
人
と
な
る
こ
と
、
ま

た
、
そ
の
基
盤
と
し
て
の
知
的
能
力

を
培
う
こ
と
が
何
よ
り
大
事
だ
と
今

も
信
じ
て
い
ま
す
。

－

現
在
は
里
親
と
し
て
、
ま
た
里
親

支
援
の
た
め
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ

て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す

塩
崎
が
政
界
引
退
後
に
言
い
出
し

た
の
で
す
が
、
自
分
が
厚
生
労
働
大

臣
時
代
に
手
が
け
た
2
0
1
6

年
の

児
童
福
祉
法
大
改
正
で
子
ど
も
を
権

利
主
体
に
据
え
て
里
親
制
度
に
つ
い

て
も
新
し
い
仕
組
み
を
創
っ
た
の
に

現
場
は
少
し
も
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ

で
は
自
ら
実
践
し
て
現
場
を
知
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
、
夫
婦
で
昨
年
里
親

15
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登
録
を
し
、
今
は
、
じ
じ
、
ば
ば
流

に
里
子
ち
ゃ
ん
た
ち
と
の
交
流
を
楽

し
み
、
い
ろ
い
ろ
教
え
ら
れ
る
日
々

で
す
。

今
年
１
月
に
は
里
親
支
援
の
た
め

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
仲
間
と
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
里
親
養
育
を
推
進
し
、
虐

待
な
ど
様
々
な
事
情
で
家
族
と
一
緒

に
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、
愛

さ
れ
る
こ
と
や
人
を
信
じ
る
こ
と
を

伝
え
た
い
。
苦
し
み
や
願
い
を
互
い

に
み
な
で
分
か
ち
合
え
る
よ
う
な
社

会
風
土
を
育
て
た
い
、
と
い
う
難
し

い
タ
ス
ク
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
忙
し
い
日
々
が
始
ま
り
ま
し

た
。
高
校
２
年
の
時
に
ア
メ
リ
カ
で

受
け
た
恩
を
、
も
し
こ
う
い
う
形
で

少
し
で
も
返
す
こ
と
が
で
き
る
の
な

ら
、
あ
の
時
に
背
負
っ
た
宿
題
へ
の

答
え
の
一
つ
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

－
1
9
歳
ま
で
育
ち
、
暮
ら
し
た
山
梨

の
風
土
に
ど
ん
な
思
い
を
お
持
ち
で

し
ょ
う
か

人
間

が
自
然
の
中
で
生
か
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
日
々
教
え
て
く
れ

る
き
っ
ば
り
と
美
し
く
凛
々
し
い
甲

斐
の
山
河
を
見
て
育
つ
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
何
よ
り
の
財
産
で
す
。
私

に
と
っ
て
の
故
郷
は
、
一
高
の
校
歌

が
歌
う
高
ら
か
な
誇
り
で
す
。
「
甲

斐
の
国
み
な
か
に
立
ち
て
古
ゆ
雄
心

伝
え
…
」
し
ん
ど
く
な
っ
た
時
に
い

つ
も
一
節
を
思
い
出
し
、
乱
れ
る
心

を
正
し
て
き
ま
し
た
。
形
に
は
見
え

な
い
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
、
精
神
の

よ
う
な
も
の
が
山
梨
を
故
郷
と
す
る

人
々
の
中
に
根
付
き
育
っ
て
い
っ
て

欲
し
い
と
願
い
ま
す
。
そ
れ
が
引
き

継
が
れ
、
守
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
山

梨
の
発
展
を
支
え
る
原
動
力
に
な
っ

て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

－

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
て
い
く

女
性
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

振
り
返
れ
ば
よ
い
出
会
い
、

良

い
友
、
よ

い
家

族
に
恵
ま

れ
、
た
く
さ
ん
の
得
難
く
か
け

が
え
の
な
い
経
験
が
で
き
て
、

無
知
な
私
を
育
て
て
く
れ
て
、

し
ん
ど
か
っ
た
け
れ
ど
結
果
的

に
面
白
い
年
月
で
し
た
。
大
勢

の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
き
た

Ｆ

；

’

感
謝
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も
生
き

て
い
く
つ
も
り
で
す
。

け
れ
ど
も
、
私
自
身
は
も
っ
と
主

体
的
に
人
生
を
選
択
し
て
こ
な
か
っ

た
こ
と
を
反
省
し
て
い
ま
す
。
脇
役

の
方
が
忙
し
く
て
自
分
自
身
の
た
め

に
は
時
間
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
注
げ
な

い
ま
ま
で
き
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
残

念
に
思
い
ま
す
。

今
、
日
本
は
真
に
女
性
が
生
き
や

す
く
な
る
よ
う
に
社
会
風
土
を
変
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
を
迎
え
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
「
異
次
元
の
少
子

化
対
策
」
な
ど
と
言
っ

て
も
、
男
性
が
意
識
と

生
き
方
を
変
え
な
け
れ

ば
問
題
は
解
決
し
ま
せ

( 中 込) 千 枝 子( Ｕおｉ。ちぇＣ)

略　歴

塩 崎

ん
。
予
測
不
能
で
不
確
実
な
変
化
の

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
広
い
視
野
を
持

ち
、
多
様
な
選
択
肢
の
中
か
ら
一
人

ひ
と
り
が
主
体
的
に
自
分
の
人
生
を

選
べ
て
、
い
つ
で
も
何
度
で
も
挑
戦

で
き
る
社
会
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。こ

れ
か
ら
の
女
性
に
は
、
私
の
よ
う

で
は
な
く
、
自
分
の
大
切
な
も
の
や
こ

と
を
主
体

性
を

も
っ
て
守
っ
て
生

き

る
責
任

と
自
由

を
忘

れ
な
い
で

、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
生
を
歩
ん
で
い
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

1951 年　山梨県甲府市青沼で生まれる

1967 年　山梨県立甲府第一高等学校　入学

1968 年～1969 年　米国ミズーリ州インデペンデンス市に交換留学1971

年　東 京大学文科|‖類　入学

19乃年　東 京大学教養学部教養学科アメリカ分科卒業

//　　　日本興業銀行外国部勤務

1976 年　塩崎恭久と結婚

1979 年～1981 年　ハーバード大学教育 学大学院修士課程卒

1983 年　放送教育開発センター助手

1987 年　松山東雲短期大学助教授

1991 年～松山東雲女子大学助教授､教授､学科長､学長代行

2016 年～松山東雲女子大学･短期大学学長(～2019 年)

専門は生涯学習､女子教育､家庭教育

2023 年　NPO 法人｢子どもリエソンえひめ｣理事　保護司､里親
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Ｉ

Ｉ

Ｉ四 手 泣

」

自
己
紹
介

猫

嫌

い
だ
っ
た
私

の
人

生

は
、
2
3年

前

友

人

の

拾
っ
た

猫

が

き
っ
か

け
て
大

き

く

変

わ

る
こ
と
に

な

り

ま
し

た

。
あ

る
晩

知

人

が
２

匹
の
子

猫

を

連

れ
て
自

宅

に
や
っ
て
き

ま

し

た

。
そ

し
て

こ
う

一
言
「
一
晩

だ

け

預

か
っ
て

く
れ
」
。

３

匹
の

猫

を

保

護

し

て
里

親

を

探

し

た

と
こ
ろ

、
真
っ
白

な

綺

麗

な

子

猫

は
す

ぐ

に

引

き

取

り

手

が

見
つ

か
っ
た

も
の
の
、
顔

や

柄

が

整
っ
て

い
な

か
っ
た
２

匹

が

残
っ
て
し

ま
っ
た

と

の
こ

と

で

し

た

。
大

学

１

年

生

の

終

わ

り

頃

で
し

た
が

、
目

も

開

い
て

い
な

い

子

猫

は

授

乳

や

排

せ
つ
を

自

分

で
で

き

ず
、

家

に
引

き

込

も
っ
て
毎

日

世

話

を

し
て
い

る

う

ち

に
、
大

学
に

行

か
な

く
な

り
、
ア
ル

バ
イ

ト

に

も
行

か
な

く
な

り

、
外

出

も

し

な

く
な

り
、
ひ
た

す

ら

猫

に
ミ

ル

ク
を

あ

げ

る
生

活

に

な
り

ま

し

た

。
世

話

を

し

て
い
る

う

ち

に

手

放
せ

な

く

な
り

飼

う
こ

と
に
・
…

そ

し
て

半

年

後
、
猫

達

が
成

長

し

て
元
の

生

活

に
戻

ろ

う

と
し

た

時

、
ま

た

同

じ
知

人

が

グ
レ

ー

の
子

猫

を

拾
っ
て

二
言
「
一
晩

だ

け

預

か
っ
て

く

れ
」
。

二

晩

だ

け

」
烈
（
一
年

に

＝
・
、
よ

く

あ

る
話

か

も

し

れ
ま

せ

ん

が
、
ま

さ

か

自

分

が

な

る

と

は
思
っ
て
い
ま
せ

ん

で
し

た
。
当

時

は

ペ
ッ

ト

不

可

の
ア

パ
ー

ト

に

住

ん

で
い
て

、
あ

る

日

大

家

に
見
つ
か
っ
て

退

去

か
猫

を

手

放

す

こ
と

を

求

め

ら

れ
ま
し

た
が

、
部

屋

を

必

ず

も

と
に
戻

す

と
い
う

約
束

を

し
て

飼

い
始

め

る
こ
と
に

な
り

ま
し

た
。

一
現

在

の

企

業

内

容
　
　
　
　
　
　
　

」

猫

が

あ

る
日

、
尿

管

結

石

を
患

い
治

療

が

必

要

に
。
原

因

は

食

事
と

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

。

そ

こ
で
初

め

て
「
食

の

安

全
」
に
つ
い
て

考

え

さ
せ

ら

れ

ま
し

た

。
調

べ
て

い
く

う

ち

に

突

き
つ

け

ら

れ

る

現

実

と

、
募

る

不

安

。
高

品

質

を

謳

う

キ
ャ
ッ
ト

フ
ー

ド

は
た

く

さ
ん

あ

る

も
の
の
、
そ

れ
を
「
良

い
」
と
言

う
人

達

は

一
度

で

も
、
工

場

を

視

察

し

た
こ

と
が

あ

る

の
で

し
ょ

う

か

？

原

料

の

生

産

現

場

や

保

管

環

境

な

ど

を
、
自

分

の
目
で

見
て

確

認

し

S
J
S

＆
k
I
~

Ｊ

．

～

．

．
=

．

．

．

Ｍ

．
ａ

．ｓ

人

の
顔

と
名

前

が
一
致

す

る
「
人

間

関
係

を

担

保

と
し

た
品

質

保

証

」
を

目

指

し
て
フ

ー

ド

づ
く

り
を

志

し

、
当

時

勤

め
て

い
た
会

社

の
辞

職

を

決

意

し

た

の
が
2
0
1
5

年

の

夏
で
し

た

。
目

指
し

た
の
は
、
猫
を

飼

う

の
に

必

要

な
医

食

住

の
全

て
を
自

社

開
発

、
自
社

製

造
し

、
徹

底
的

に

安

全
に
配

慮
し

た

う

え

で

、
全

て
を

明

確

に
開

示

で

き

る
正

直

な

モ

ノ

づ
く
り

で
す
。
そ

う

し
て

着

手

し
た

の
が
、

オ
リ

ジ
ナ
ル

の
フ
ー

ド

づ
く

り

で
し

た

が
、

絵

に
か

い
た

よ

う

な

困

難

の

連

続
で

、
西

日

本

の
精

肉

業

者

を

回
っ
て

最

後

に

屠

畜

場

を
訪

問
し

た

際

に
は

、
帰

り

際
に
職

員

か

ら

「

あ

な

た

が

こ
こ

に

来

る

こ

と
は

知
っ
て
い

た

。
新

大

阪

駅

の
ホ

ー

ム
で

は
柱

を

背

に
し

て

線

路

か

ら

離

れ

た

と

こ

ろ

に
立

ち

な

さ

い
。
肉

の

ビ
ジ

ネ

ス
に

む

や

み
に

立

ち
入

る

と
は

そ

う

い
う

事

だ

。
」
と

忠

告

さ

れ

た

こ



と
も

あ
り

ま
し

た

。

そ

も
そ

も
犬

文

化

が
根

付

い
て
い
る
日

本

に
於

い
て

、
キ
ャ
ッ
ト

フ

ー
ド

ビ
ジ

ネ
ス
を

起

こ
す

と
い
っ
て
も

誰

か

ら

も
理

解

さ

れ
ま
せ

ん
で
し

た

。
そ

ん

な
中

、
大

き

な

転
機

と

な
っ

た
の
が

第

２

回
Ｍ

ｔ
．
イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
プ
へ
の

参

加

で

す
。
会

場

の

食

堂
で

主

催

者

の

戸

田

達

昭

社

長

を
つ

か

ま

え
て

事

業

プ

ラ

ン
を

話

し

た

と
こ

ろ
、「
い
い
で

す

ね

」

と

二
昌
、
初

め
て
の

支

援

者

が
現

れ

た

瞬

間

の
こ

と

を

今

で

も

鮮

明

に

思

え
て
い

ま

す
。

そ

う

し

て
退

職

か
ら

４

か

月

後

の

１２

月

１

日
に

猫

株
式

会

社

が
立

ち
上

が
り

ま
し

た

。

数
年

前

に
始

ま
っ
た
ペ
ッ
ト

ブ
ー

ム

の
影

響
で

、
キ
ャ
ッ
ト

フ

ー

ド

は

国

内

だ

け
で

も

ヴﾌﾌﾌ

χ Ｊ「｡___ 」 －.j 一一。

何

百

種

類

も

あ

り

、
競

合

は

食

品

加

工

会

社

を

中

心

と

す

る

上

場

企

業

な

ど

大

手

ば

か

り
の
い

わ

ゆ

る
レ
ッ
ド

オ

ー

シ
ャ
ン
市

場

で

す

が

、
私

な

り
の

勝

算

を

持
っ
て
参

入

し

ま

し

た
。
国

内

市

場

７

兆
円

と
も

言

わ
れ
て

い

る
ペ
ッ
ト

産

業

と
は

面

白

い

も
の
で

、
消

費

者

が

欲
し

い
物

が
展

開

さ
れ
て

お

ら

ず
、

メ

ー

カ

ー

が
売

り

た
い

も
の

が
売

ら
れ
て

い

る

か

ら
で

す

。
逆

に

言

う

と

、
消

費

者

が

欲

し

い
も
の
（

安

全

が

担

保

さ

れ

た
長

生

き
で

き

る
フ

ー

ド

）
を

作

れ

ば

需

要

が

あ

る

と
い

う
事

で
す
。

日

本

中

の
農

家

、
漁

協

、
牧

場

、
猟

師

、
加

工

工

場

を
ひ

た
す

ら

訪

問
し
て

出

来
上

が
っ

た

弊

社

の

主

力

商

品
「

Ｎ

ｙ

ｕ

ｍ

ｍ

ｙ

ン

リ

ー
ズ
」
に

は
、
大

き

く
２
つ
の
特

徴

が

あ
り

ま

す
。
１
つ
は

、
提

携

生

産

者

の

協

力

の
も

と

、
食

材

も
自

社
で
生

産

管

理

を

し
て

い
る

事

で

す
。
一
例

を

あ

げ

ま

す

と

、
主

原

料

の

牛

肉
で

す

が
、
牛

を

育

て

る
際

の
牧

草

も
自

社

で
育

て

た

も
の
を

与

え
て

い
て

、
配

合

飼

料

は
使

い
ま
せ

ん

。
人

間

用

の
品

質

管
理

基

準

を

大

き
く

上

回
っ
て
い
ま

す
。
そ
し

て
、
２

つ
目

は

私

か

飼
っ
て
い
る
猫

達

が
2
3
歳
で

あ

り

、
人

で
言

う

と
１

３
０

歳

く

ら

い
で

あ

る

こ
と
で

す
。
猫
は

人

に
飼

わ
れ

た
時

点

で
、
幸

せ

な
一
生

を
過

ご
す

の
か

ど
う

か

を
自

分

で

決

め

る
こ

と
は

出

来

ま
せ

ん

。
全

て

は

飼

い

主

次

第

で
す
。
一
緒

に
暮

し
て

い
る
猫

達

は
、

常

に

私

た

ち

を

頼

り
、
け
っ
し

て
人

を

裏

切

ら

ず
、
う

そ

も
つ
き

ま

せ

ん

。「
構

想
1
4
年

、

開

発

２

年

、
そ

の

全

て
は

、
私

の
大

切

な

猫

と
１

日
で

も
長

く
一
緒
に

暮

ら
す

た
め
」

一
今
後
の
事
業
展
開

∠｜

私
に
は
世
界
を
変
え
る
力
は
あ
り
ま
せ

ん
。
志
は
非
常
に
低
く
、
こ
れ
か
ら
も
手
の

届
く
命
を
助
け
て
い
く
だ

け
で
す
。
弊
社
で
は
3
5㎏
の

小
ロ
ッ
ト
か
ら
パ
ー
ソ
ナ
ル

フ
ー
ド
を
作
れ
る
た
め
、
動

物
病
院
、
大
学
病
院
な
ど
か

ら
特
殊
症
例
用
の
治
療
食

な
ど
も
多
く
受
注
し
ま
す
。

こ
の
強
み

を
活

か
し
て

、
よ
り

ニ
ッ
チ

な
一
匹

一
匹

専

用

の
パ
ー
ソ
ナ

ル
フ

ー

ド
を

展

開
し

て
い
き
ま

す
。

ま

た
、
猫
の
死

因
の
６

割

を
占

め

る

腎

疾

患

を

無

く
し

て
い
く

た
め

に
注

力

し
て
い
き

ま

す
。
治
療

不

可

能

な

臓

器
で

あ

る
腎

臓

の

疾

患

は

、
長

年

世

界

中

で

誰

も

解

決

で

き

な

か
っ
た
猫

の
課

題

で

し

た

。
私

に

治

療

方

法

を

確

立

す

る
力

は

あ
り

ま
せ

ん

が
、
非

常

に
高

確

率

で

予

防

出

来

る

製
品

の
開

発

を

行
っ
て
お

り
、
特

許

の
申

請

を
準

備

中
で

す
。

こ
れ

か

ら

も
、
山

梨

の
猫

社

長

と
し
て

死

ぬ

ま
で

猫

に
寄

り

添
っ
て
い
き

ま

す
。
で

す

が
、

犬

も

好

き

な

の
で

ド
ッ
ク
フ

ー

ド

も

作
っ
て

い
ま

す
。

会 社 概 要

1.会社名　猫株式会社

2.設　立　20卜 年口月1 日

3.事務所所 在地

〒400-0333 山梨県南アルプス市浅原770-1

4.資本金　1,000,000円

5.代表者　小 林 一樹

6.事業内容　猫用生活用品の開発と販売

フ.製　品

‘ 天然鹿肉フードNyｕｍｍyシリーズ（ニ ヤミ ー）

・天然鹿肉フードNyu ｍｍyforDo9 シリーズ（犬用ニヤミ ー）

・NicoNeko 爪とぎベッド （爪とぎオブザイヤー2016 受賞）

・腎ヶ アFK23 乳酸菌サプリ

・猫印伝　・山梨県産鹿革 猫印伝

8.協力企業

シ ナプテック株式会社　株式会社セントラル クルー

株式 会社メニコン　株式会社メニワン

東日 本旅客鉄道株式会社　明野ジビエ

株式会社ディーズプランニング（やっぱりステーキ）

株式会社知床エゾシカファーム

19
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第
50
回
信
玄
公
祭
り

開
催
期
間
　
1
0
月
2
7日
（
金

）
～
2
9日
（
日

）

＜主なイベント＞

10月27日(金)ﾈ 申明の花火in甲府城(舞鶴城公園)

10月28日(土) 祝賀パレード(平和通り)

｢風･林･火･山｣総踊り(城東通り)

甲州軍団出陣

10月29日(日) 戦勝を祝う賑わい城下町(舞鶴城公園および周辺)

＜同時開催イベント＞

賑わい城下町(舞鶴城公園)

信玄グルメ横町(かすがも一る)

※詳しくは信 玄公祭り実行委員会ホームページをご覧ください。httPs://

ｗｗｗ.yａｌｎａｎａshi-ｋａｎｋｏｕjp/shingen/
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－

節
目
と
な
る
記
念
す
べ
き
第
5
0回
信
玄
公
祭
り
は
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ

時
代
に
対
応
し
、
全
県
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
る
県
民
総
参
加
の
新
た

な
時
代
の
信
玄
公
祭
り
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
パ
レ
ー
ド
、
グ
ル
メ
、

ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
・
芸
能
の
４
つ
の
フ
ェ
ス
の
集
合
体
と
位
置
づ
け
、
魅

力
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

世
界
一
の
武
者
行
列
を
披
露
す
る
「
甲
州
軍
団
出
陣
」
で
は
、
信
玄
公

役
に
は
、
モ
デ
ル
・
俳
優
の
冨
永
愛
さ
ん
が
、
軍
師

・
山
本
勘
助
役
に

は
、
俳
優
の
白
須
慶
子
さ
ん
が
、
務
め
ら
れ
ま
す
。
県
民
総
参
加
で
盛
大

に
お
祝
い
し
ま
し
よ
う
。

【武 田 信 玄 公 役 】

冨 永 愛 さ ん
ｊ

ｌ

／
ぞ

【山 本勘 助 役】

白 須 慶子さ ん

21

山
梨
県
の
観
光
・
物
産
等
を
首
都
圏
に
て
Ｐ
Ｒ
す
る

ワ
イ
ン
県
や
ま
な
し
フ
ェ
ア
・－
ｎ

東
京
都
庁

”“?:!
川川‾ｉ゙ eM£j　

゛
瞬％゙ ’゙

幸1

９

山
梨

県
は
、
本

県
の
観

光
・
物
産

等
を

首

都
圏
に
て
Ｐ
Ｒ

す
る
目
的
で
、
東
京

都

が
全

国

の
自
治

体

の
観

光

情

報
発

信

拠

点

と
し
て

都

庁

第
一
本

庁

舎

Ｉ

階

南

側

に
設
置

し
て
い
る
「
全
国

観
光

Ｐ
Ｒ
コ
ー

ナ

ー
」
に
お

い
て

、
令

和

５

年

９

月
６

日

（
水

）
か

ら

９

月

１２
日
（
火
）
の
７
日

間
、

「
ワ
イ

ン
県

や
ま

な
し
フ
ェ
ア

ー
ｎ
東

京

都
庁
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

フ
ェ
ア
期

間
中

の
９

月

８

日
（

金
）
と

９
月

Ｈ
日
（
月
）
に
は
、
本
県

の
ワ
イ
ン
県

副
知

事
で
あ
る
ソ
ム
リ
エ
田
崎

真
也
氏
に

よ
る
山

梨

県

産
ワ
イ

ン
の
販

売

も
行
い
、

大
盛

況
の
う
ち
終
了

し
ま
し
た
。
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富
士
山
の
普
遍
的
価
値
の
保
全
に
向
け
て

写真･今村拓真に臨む長崎知事会 見Ｊで のＦＣＣ

.K14..1　
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’
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Ｘ ｋ
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ご ｊ゙

７ １
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１

日

本

外

国

特

派

員

協

会

（
Ｆ

Ｃ

Ｃ

Ｊ

）
で

の

訴

え

（
１

）
オ

ー
バ
ー
ツ

ー
リ

ズ
ム
と

ゼ
ロ
ド
ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

山
梨

県
の
長
崎

幸
太
郎
知
収
は
、
８
月
2
9日
、
東

京

・
丸
の
内
の
日
本
外
国
特

派
員
協
会
（
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
）
で
（
Ｃ
ｌ

ｅ
ａ
ｎ
ｉ
ｎ

只
）
ｕ
ｐ

Ｍ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ

Ｆ
ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ

（
平

に
山
を
き
れ
い
に
ご

と
題
し
て
記
者
会
兄

を
開
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
中
継
含
め
て

参
加
し
た
海
外
メ
デ
ィ
ア
記
普
ら
4
0人
に
対
し
て
、「
増

え
続
け
る
来
訪
行
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
」
、
二
に
に（
目
目
に
は
電
力
や
ト
ト
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

な
く
、
発
電
機
の
排

ガ
ス
、
し
尿
処
理
ほ
の
増
加
で
環
境
負
荷
が
高
く
な
っ
て
い
る
」

な
ど
と
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
起
囚
す
る
富
にに
山
の
危
機
的

現
状
を
説
明
し
た

う
ぇ
で
、「
来
訪
者
の
満
足
度
が
低
ド
」
、「
地
元

経
済
へ
の
波
及
効

米
が
少
な
い
ト
ゼ

ロ
ド
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
ニ

と
い
う
問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

（
２

）
富

士
山

の

課
題

解
決

策

と
し

て
の

登
山

鉄
道

構

想

ま
た
、
長
崎
知
事
は
ス
ピ
ー
チ
で
、
び
山
鉄
道
に
つ
い
て
「
富
十
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
を

２１
世
紀
の
現
代
仕
様
に
リ
デ
ザ
イ
ン
す
る
挑
戦
だ
。
高
度
経

済
成
長
や
の
開
発
か

ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
転
換
な
の
だ
」
と
強
調
し
、
現
状
の
富
土

山
の
課
題
を
解
決
で
き

る
具
休
策
と
し
て
の
登
山
鉄
道
構
想
を
説
明
し
ま
し
た
。

「
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
の
卜
に
の
を
排
出
し
な
い
次
世
代
路
面

電
車
を
走
ら
せ
る

の
で
、
新
た
な
自
然
破
壊
が
な
い
≒

決
ま
っ
た
時
問
に
定
員
を
運
ぶ
電
車
な
ら
来
訪

晋
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
二

電
巾
と
同
時
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
整
備
し
、
駅
舎

を
つ
く
る
な
ど
し
て
景
観

も
整
え
ら
れ
る
」
と
登
山
鉄
道
の
メ
リ
ッ
ト
を
挙
げ
、「
な

に
よ
り
来
訪
晋
の
満
足
度

が
卜

が
る
。
そ

う
な
れ
ば
リ
ピ
ー
タ
ー
も
期
待
で
き
ま

す
」
と
話
し
、
構
想
の
意
義
を
熱
く
訴
え
ま
し
た
。
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県

民

を

巻

き

込

ん

だ

議

論

の

喚

起

富
士
山
登
山
鉄
道
構
想
を
め
ぐ
っ
て
は
、
８

月
２４
日
に
、
山
梨
県
の
産
業
・
文
化
・

観
光
な
ど
、
各
界
の
民
間
団
体
の
発
意
に
よ
る
「
山
梨
の
未
来
を
拓
く
富
士
山
登
山

鉄
道
構
想
を
考
え
る
県
民
会
議
」
の
発
起
人
会
の
初
会
合
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

会
合
に
出
席
し
た
長
崎
知
事
は
、
県
民
会
議
を
「
将
来
の
富
士
山
の
姿
を
冷
静
に
議

論
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る
存
在
」
と
位
置
づ
け
、「
登
山

鉄
道
構
想
に
対
し

る長崎知事人会であいさつをす発起

て
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
で
は
な
く
、
将

来
の
富
士
山
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
冷
静
な
議

論
を
す
る
。
議
論
を
す
る
こ
と
に
価

値
が
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら

富
士
山
と
観
光
、
富
士
山
と
地
域

経
済
の
あ
り
方
を
大
論
争
し
て
い

い
と
思
っ
て
い
る
」
と
思
い
を
語
り

ま
し
た
。

山
梨
県
は
2
0
2
3

年
度
、
富

士
山
登
山
鉄
道
構
想
の
実
現
に
向

け
、
登
山
鉄
道
の
整
備
手
法
や
技

術
的
課
題
を
調
査
す
る
こ
と
に
加

え
、
県
民
を
は
じ
め
多
く
の
人
た
ち

と
富
士
山
の
未
来
や
山
梨
県
の
未

来
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
す
る

場
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

23
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レ　　 ｉ

～2 年 連 続 開 催 決 定 ！ＴＧＣ(東 京 が ールズコレクション) 初 のカーボン･ オフセットを採 用 ～

″Ｔrｅａsｕrｅ Ｂｏｘ ～ ｃrｏsｓｏｖｅr ～″をテーマに山 梨 の宝 物 が現 代 の″トレント″と出 会 い交 差していく…

Ｍ ＡＩＮ ＡＩ託 Ａ

Ｇ ＲＥＥＮ Ａ ＲＥＡ

【河口湖ステラシアター】OPEN 13:00 / START 14:00 / END 17:00 （予定）

【河口湖総合公園】　　　OPEN 10:30 / END　17:00 （予定） ‖馮!硲

出演者情報等の詳細は　ｉ

公式サイトをチェック!!



い
よ
い
よ
ア
ジ
ア
ヘ
ー・
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
新
た
な
挑
戦
が
始
ま
る
Ｍ

リ
ー
グ
戦
も
後
半
戦
へ
突
入
し
、
熾
烈
な
昇
格
争
い
真
つ
た
だ
中
の
Ｖ
Ｆ
甲
府
。

悲
願
の
Ｊ
Ｉ
昇
格
へ
向
か
う
チ
ー
ム
の
新
戦
力
に
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ｌ
－

Ｇ
Ｈ
Ｔ
を
あ
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
！

がんぱれ!ｙ 叩 ≒／

セ
レ
ッ
ソ

大
阪

よ
り

期

限
付

き

移
籍

し
て

き
た

松
田

陸
選

手

、
Ｊ
Ｉ

で
の
試

合

経

験

も
豊

富
で

サ
イ

ド
バ
ッ
ク
を

主

戦
場

と
し
て

い
る

。
技

術

の
高

さ

を
生
か
し

、
ゲ
ー
ム
メ
イ

ク
に

も
長
け

た
選
手
で

あ

る
。

ま
た

、
松

田
選
手

は
有

名
な

双
子
－
‥）リ

ー
ガ

ー
で

兄
の

松
田
力

選
手

（
現

一
愛
媛

Ｆ
Ｃ

）
は

、
2
0
2
0

年
に
Ｆ

Ｗ

と
し
て

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ

甲
府
に

も

在
籍

し
て

い
た

。
奇

遇

な
こ
と

に
兄

弟

揃
っ
て

甲

府
で

の
プ

レ

ー
を

経
験
し
て

い
る
。

「
県
人

会
の
皆

様
へ
」

県
人

会
の
み
な

さ
ま

、は
じ
め

ま
し
て
松

田
陸
で

す

。

こ
の
夏
に
セ
レ
ッ
ソ

大

阪
よ
り

加
入

し
ま
し

た

。
ヴ
ア
ン
フ
ォ
ー
レ

甲

府

の
Ｊ

Ｉ

昇
格

と
Ａ
Ｃ

Ｌ
で

勝

ち
抜

く
た

め
に
貢

献
し
た
い
と

思
っ
て

い
ま
す

。

ホ
ー
ム

は
国
立

開
催

と
い
う
こ

と
も

あ
り

、
ぜ
ひ
ス
タ
ジ
ア

ム
で
一
緒

に

戦
い
ま

し
よ
う
１
・

こ
の
夏

、
鹿

島
ア
ン
ト

ラ
ー

ズ
よ
り

期

限
付

き
移

籍
し

て
き

た
中

村

選

手

。
プ
ロ

デ
ビ
ュ
ー
し
た
2
0
1
9

年
か

ら
2
1
年

ま
で

の
２

年
間

甲

府
で
プ
レ

ー
し
た

後

、－
‥）１
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

。
鹿
島

で
は
苦

し
い
状

況
な

が
ら
地

道
に

成

長
を

重
ね

、
甲

府
に
合

流
し

て
か
ら

は

、ハ

イ
レ
ベ
ル
の

プ

レ
ー

を
披

露

し
て

く

れ
て
い

る

。
リ

ー

グ
終

盤

戦

、
そ
し

て
Ａ

Ｃ
Ｌ

で

は
非

常

に
大
き

な
期

待
が
か
か

る
。

「
県
人

会
の

皆
様
へ
」

鹿

島
ア
ン
ト
ラ

ー
ズ
よ
り

復
帰

し

ま
し
た
中

村

亮
太

朗
で

す

。
鹿
島

で

経

験
し

た
こ

と
を
試

合

で
表

現

し

、チ

ー
ム
の
勝

利
に

貢
献

し
た

い

と

思
っ
て
い
ま
す

。

と
に
か

く
試

合
に
飢

え
て
い
る
の
で
、
活

躍
し
て

も
う
一
度
自

分
の
成

長
に
繋

げ

、
甲
府

の
勝
利

に
貢

献
で

き

る
よ
う
に

全

身
全

霊
で

プ
レ

ー

し

て
い
き
ま

す

。
県

人
会

の
み

な

さ
ん

、久

し
ぶ
り

に
甲

府
に
帰
っ
て
き

ま
し
た

が
、
改
め
て

応
援
よ

ろ
し

く
お

願
い
し

ま

す
。

l£盃遥㎜

氏 名 �

皿

松田 陸(

マツダリク) �

㎜

背番号 �

㎜

２ �

㎜　

ポジション �

㎜

ＤＥ

身 長 �１７１Ｃｍ �体 重 �69kg � 利き足 �右

誕生日1991/ｱ/24　　　 血液型 Ｂ型　　　 出身地　 大阪府,誕;1日1991/ｱ/24　　　 血液型 Ｂ型　　　 出身地　 大阪府

大阪セントラルFC ジュニア ，大阪セントラルFCジュニアユース ー

立正大学湘南高校－びわこ成蹊スポーツ大学 －FC東京 －セレンソ大阪

甲府在籍年数 ��1年目

匡 冒

氏 名 �

㎜

中村 亮太朗(ﾅｶﾑﾗﾘｮｳﾀﾛｳ)�

㎜

背番号 �

㎜71 �㎜

ポジション
�

㎜

身　長 �179Cm �体 重 �70kg � 利き足 �右

誕生日1997/9/27　　　 血液型B 型　　　 出身地　 新潟県誕生,日　1997/9/27　　　 血液型B 型　　　 出身地　 新潟県

ブル一ウイング新潟南 一豊照SS －グランセナ新潟J｢ユース 一新潟明訓高 一
中央大 一ヴアンフォーレ甲府 一鹿島アントラーズ

甲府在籍年数 ��3年目

罵

ｗ

゛

ジ

武

富

孝

介

選

手

Ｗ
　

ｒ
l
l
i
 
l（

ｏ
ｓ
＆ｊ＆
ｅ
 ７；
４
１（
Ｅ
７
'ｏ

Ｍ
／
　
　０

０

京

都
サ
ン
ガ
Ｆ

Ｏ

よ
り

今
季

加

入
し

た
武

富
選

手

、
経
験

豊

富
な
ベ

テ
ラ
ン

と
し

て

、
プ
ロ
サ
ッ
カ

ー
選

手

と
し
て

の
在

り

方

を
若

手

選

手

の
お
手

本
と
し
て
日
々

示
し
て

く

れ
て
い
る

。

高
い
技

術
は
も
ち

ろ
ん

だ
が
、
人
間

性
の
高

さ
も

過
去
に
所

属
し

た
ク

ラ

ブ
で

評
価

さ
れ
て

お
り

、
Ａ
Ｏ

Ｌ

を
経

験

し
た
こ
と

の
あ
る

数
少

な

い
選
手
で

、
ク
ラ

ブ
に
と
っ
て
大

き
な
存

在
で

あ
る

。

「

県
人

会
の
皆

様
へ
」

県

人

会
の
み

な

さ
ま

、
武

富

孝

介
で

す

。
い
つ
も

応
援

あ

り

が
と

う

ご
ざ
い

ま
す

。
リ

ー
グ

戦
で
は

、
な
か
な

か
厳
し

い
状
況

が
続
い
て
い
ま

す
が

、
応
援

し
て
下

さ

る
み
な

さ
ま
に

対
し
て

何

と
か
結

果
で

応
え

た

い
と
思
っ
て

い
ま

す

。

こ

れ
か
ら

ア
ジ
ア
で
の
戦

い
が
始

ま
り

ま
す

。
常
に
ベ
ク

ト
ル

を
自

分

に

向
け

、
全

力

を
尽

く

し
ま

す
の
で

、一
丸

で

戦
い
ま

し
ょ
う
Ｉ
よ

ろ
し

く
お
願
い
し
ま

す
１
・

2
0
1
6

年
ぶ

り
に
甲

府
へ
復
帰
し

た
ク
リ
ス

テ
ィ
ア
ー
ノ
選
手

。

日

本
で

の
プ
レ

ー

歴

が
長
く

、
チ
ー

ム
合
流

後

も
問

題
な

く
馴

染

め
て

い
る

。
パ
ワ

フ
ル

な
突

破
と

強
烈

な
シ
ュ
ー
ト
で

甲
府
の

ゴ
ー
ル
を
増

加

さ
せ
て

く

れ
る

は
ず

だ

。
本

人

も
山

梨

が
大

好

き
で

、
中

で

も
ブ

ド
ウ

は

大
好

物

。
山
梨

が

大
好

き

な
ブ
ラ

ジ
ル

人
ス
ト

ラ
イ

カ
ー
の

ク
リ
ス

テ
ィ
ア
ー
ノ
を
応

援
し
よ

う
１
・

「
県
人

会
の
皆

様
へ
」

県

人

会

の
み

な

さ
ま

、
ク
リ

ス
テ
ィ
ア

ー
ノ
で

す

。
お

久

し

ぶ
り

で

す
卜
‥大

好

き
な
山

梨
に
帰
っ
て
く

る
こ
と

が
で

き

、光

栄
に

思
い
ま
す

。

そ
し
て

、や

は
り

山
梨

は
良
い
と
こ
ろ
で

落
ち

着
き
ま

す

。

残
り

試

合
が
少

な
く

な
っ
て
き

ま
し
た

が
、
最
後

ま
で

諦

め
ず

、目

標

に

向
か
っ
て
必

死

に
プ
レ

ー
し
ま

す

。
私

は
得

点
を

奪

う
こ
と

が
仕

事

な
の
で

、
ク
ラ

ブ
を

支
え
て

く

だ
さ

る
県

人

会
の
み

な
さ

ま
に
喜

び
を

も
た
ら
せ
る
よ

う
に
頑

張
り

ま
す
Ｉ
・

l£盃迦㎜

氏　名 �

皿

武富 孝介(
タケトミ コウスケ) �

㎜

背番号 �

㎜

８ �

㎜

ポジション �

㎜MF

身 長 �173Cm �体 重 �69k8 �利き足 �右

誕生日　1990/9/23　　　 血液型AB 型　　 出身地　 埼玉県

三室少年団/FC浦和一拍ﾚｲｿﾙU-1 5 - 柏ﾚｲｿﾙU,IB･柏ﾚｲｿﾙｰﾓ ｼﾞﾐﾘﾝEC(ﾌﾞﾗｼﾞﾙ)一柏ﾚｲｿﾙｰﾛｱﾂｿ

熊本一湘南ﾍﾞﾙﾏｰﾚ 岫ﾚｲｿﾙｰ 浦和ﾚﾂｽﾞ 湘ー南ﾍﾞﾙﾏｰﾚ,浦和ﾚﾂｽﾞ 京ー都ｻﾝｶﾞFC.

甲府在籍年数 ��1年目

la盈㎜

氏 名 �

㎜

神谷 凱士(
カミヤ カイト) �

㎜

背番号 �

㎜30 �㎜

ポジション �

㎜DF

身　長 �183Cm �体 重 �83kg �利き足 �右

誕生日1987/1/12　　　　 血液型　　　　　 出身地　 ブラジル誕ぷ日1987/1/12　　　　 血液型　　　　　 出身地　 ﾌﾞﾌ ｼﾞﾙﾏﾙｼﾘｵ

戸ｱｽげﾗｼﾙﾘｵｸﾗｰﾛげﾗｼﾞﾙ]･ﾒﾄﾛﾎﾟﾘﾀｰﾉ[ﾌﾞﾗｼ応ｼﾔ ﾍﾞ]Ｄｾ[ﾌﾞﾗｼﾞﾙ]･ﾒﾄﾛﾎﾞﾘﾀｿﾞﾌﾞﾗｼﾞﾙﾄｼﾞｭ

ﾍﾞﾝﾄ ｼ〔゙ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ｻﾞﾙﾂﾌﾞﾙｸﾞ[ｵｰｽﾄﾘｱ]一豺SC,ヴｧﾝﾌ匹゚ 印 喜ｲｿﾙ,ヴｧﾝﾌｫｰﾚ眸 柏ﾚｲﾙVﾌｧｰﾚﾝ餌

甲府在籍年数 ��3年目
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１

１

、１

ｊ

ｆ

９

４

ｙ

Ｊ

～

広
報
委
員
会

が
選
ん
だ
郷
土
の
動
き
と
話
題
～

2
０
２
３
年（
令
和
５
年
）
７
月
3
1
日（
月
）

日
本
航
空
高
　

バ
ス
ケ
日
本
一
　
イ
ン
タ
ー（

イ
県
勢
初

全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
（

イ
）
の
バ
ス
　

は
報
徳
学
園
（
兵
庫
）
を
7
9‐
6
0で
破
り
、
県

ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル

男
子
は
3
0
日
、
北
海

道
・
北
　

勢
初
の
４
強
入
り
。
準
決
勝
で
は
昨
年
の
全

海
き
た
え
１
る
で
決
勝
が
行
わ
れ
、
５
大
会
　

国
高
校
選
手
権
（
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
）
を
制

ぶ
り
６
度
目
の
出
場
と
な
っ
た
日
本
航
空
が
　

し
た
開
志
国
際
（
新
潟
）
に
8
8‐
7
6
で
競
り

東
山
（
京
都
）
を
7
6‐
6
0で
破
り
、
初
優
勝
を

果
た
し

た
。
山
梨
県
勢
が
高
校

バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
大
会
で
「
日
本

ご
と
な
る
の
は
初

め
て
。

日
本

航
空
は
第
１
ク
ォ
ー
タ
ー
で
最
大
1
2

点
の
リ
ー

ド
を
許
し

た
が
、
徐

々
に
守

備
を
修
正

。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
人
留
学
生
セ
ン

タ
ー
の
オ
ル
ワ
ペ
ル
ミ

ージ
ェ
ラ
マ
イ
ア
や
ポ

イ
ン
ト

ガ
ー
ド
大

道
一
歩
ら
が
シ
ュ
ー
ト

を

決
め
て
リ
ズ
ム
に
乗
り
、
３
点
リ
ー
ド
で
前

半

を
折

り
返
し

た
。
第
３
ク
ォ

ー
タ
ー

も

ジ
ェ
ラ
マ
イ
ア
が
リ
バ
ウ
ン
ド
を
確
実
に
拾
っ

て
反
撃
の
芽
を
摘
ん
だ
。
5
7‐
5
0
で
迎
え
た

第
４
ク
ォ
ー
タ
ー
も
攻
守
の
強
度

を
落
と

さ
ず
、
1
9点
を
奪
っ
て
突
き
放
し
た
。

日

本
航
空
は
初
戦
の
２
回
戦
で
東
海
大

諏
訪
（
長
野
）
を
7
5‐
６９
、
３
回
戦
で
北
陸
学

院
（
石
川
）
を
四一
‐
6
7で
退
け
た
。
準
々
決

勝

勝

っ
た

。

2
０
２
３

年
（
令
和
５
年
）
８
月
一一一
日
（
金
）

「

国

体

」
3
2
年

に

山

梨

開

催
4
6

年

ぶ

り
　

障

害

者

大

会

も

2
0
3
2

年
の
第
8
6
回
国

民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
（
現

国
民

体
育
大
会
）
が
山

梨
県
内
で

開
か
れ
る
こ
と
が
2
4日
、
決
ま
っ
た
。
県
内

開

催
は
1
9
8
6

年
の
「
か
い
じ
国
体
」
以

来

で
、
県
や
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
な
ど
が
招
致
を

進
め
て
い
た
。
今

後
、
県
な
ど
は
準
備
委

員

会
を
立
ち
上
げ
、
会
期
や
競
技
会
場
な
ど
の

具
体
的
な
運
営
計
画
を
決
め
る
。
大
会
は
第
3
1

回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
セ
ッ
ト

で
開
く
。

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
県
内

開
催
は
2
4

日
、
東
京
都
内
で
開
か
れ
た
日
本
ス
ポ
ー
ツ

ｊ

Ｓ
。
‐
 

ｌ
ｂ

ｉ
ｄ
４

Ｓ

～
･

“

Ｓ
～

～

Ｓ
＆

１
１
 

～

ｇ

Ｓ
～
 
‐
～

～
｡

Ｓ
ｌ

。

協
会
の
委
員
会
で
了
承
さ
れ
た
。
県
や
県
ス

ポ
ー
ツ
協
会
な
ど
は
７
月
、
開
催
を
求
め
る

要
望
書
を
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
提
出
し
て
い
た
。
3
2

年
の
開
催
地
に
名
乗
り
を
上
げ
た
の
は

山
梨
県
だ
け
で
、
他
県
と
の
競
合
は
な
か
っ

た
。県

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
よ
る
と
、
準
備
委

員
会
は
県
や
競
技
団
体
、
市
町
村
、
経
済
団

体
な
ど
の
各
代
表
者
で
構
成
し
、
専
門
部
会

を
設
け
る
こ
と
を
想
定
。
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
内
容
も
決
め
る
。
2
7年
度
ま
で
に
運

営
計
画
書
を
ま
と
め
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
な
ど
に

提
出
す
る
。

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
含
め
、
開
催
時

期
は
過
去
の
大
会
と
同
様
に
1
0月
と
な
る

見
込
み
。
競
技
会
場
は
既
存
の
県
内
施
設

を
活
用
す
る
方
向
で
検
討
す
る
が
、
同
課
は

「
競
技
に
よ
っ
て
は
、
県
外
の
施
設
を
借
り

る
可
能
性
も
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

Ｉ

Ｉ

ｒ

″

i
 
J
.
&
a
s
.
a
 
k
.
s
s
~
.
.
s

a
I
　
s
I
 
J

現
在
、
国
民
体
育
大
会
の
正
式
競
技
は
3
7

種
目
用
意
さ
れ
て
い
る
。
陸
上
、
水
泳
、
サ
ッ

カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

卓
球
、
軟
式
野
球
、
柔
道
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
な
ど
が
あ
る
。

長

崎
幸
太
郎

知

事
は
2
4日

、
県
内
開

催

の
内
定
を
受

け
、「
多
く
の
関
係
者
に
よ
る

集
合
知
を
発
揮
し
、『
共
生
社
会
の
実
現
』
と

『
持
続
可
能

性
』
に
重
点

を
置
い
た
山
梨
ら

し
い
大
会
を
目
指
し
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し

た
。

2
０

２
３

年
（
令

和
５

年

）
８

月
６

日
（
日

）

ス
ポ
ー
ツ
強
豪
校
、
部
活
強
化
へ

全
国
枠
導
入

山
梨
県
教
委
は
公
立
高
の
来
春
入
試
か

ら
、
県
外
の
生
徒
を
受
け
入
れ
る
全
国
募
集

枠
の
導
入
対
象
を
普
通
科
な
ど
全
学
科
に

拡
大
す
る
。
ラ
グ
ビ
ー
や
サ
ッ
カ
ー
の
強
豪

校
と
し
て
知
ら
れ
る
日
川
や
韮
崎
が
、
全
国

募
集
枠
を
設
け
る
方
針
。
部
活
動
強
化
の
た

め
県
外
か
ら
部
員
を
募
り
、
県
内
外
の
生
徒

が
切
磋
琢
磨
す
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
狙

う
。
た
だ
、
全
国
募
集
枠
は
応
募
が
低
調
な

国
民
体
育
大
会
は
、
今
年
1
0月
の
鹿
児
島
　

状
況
も
み
ら
れ
、
実
際
の
出
願
に
つ
な
が
る

県
で
の
開
催
を
最
後
と
し
、
2
4年
の
佐
賀
県
　

か
は
不
透
明
な
面
も
あ
る
。

開
催
か
ら
は
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
改
称
さ
　
　

県
教
委
に
よ
る
と
、
全
国
募
集
枠
は
高
校

れ
る
。
大
会
は
2
5年
以
降
も
毎
年
開
か
れ
、
3
4

年
大
会
ま
で
全
て
の
開
催
地
が
決
ま
っ

た
。

側
の
希
望
で
、
県
教
委
が
審
査
の
上
で
前
期

試
験
（
自
己
推
薦
）
に
設
け
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
今
年
春
ま
で
は
職
業
学
科
や
総
合
学
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科
が
あ
る
学
校
に
限
ら
れ
て
い
た
。
全
国
募

集
枠
で
県
外
か
ら
生
徒
を
受
け
入
れ
る
場

合
、
保
護
者
と
生
徒
の
県
内
転
居
な
ど
の
条

日
川
で
は
こ
こ
2
0年
間
、
Ｏ
Ｂ
の
親
族
ら
約
　

唯
一
だ
っ
た
。

2
0人
の
県
外
出
身
者
が
入
学
。
サ
ッ
カ
ー
元
　
　

ワ
ー
ル
ド
ー
ビ
ア
ー
ア
ワ
ー
ド
は
0
7年
か

日
本
代
表
の
中
田
英
寿
さ
ん
の
母
校
と
し
　

ら
開
か
れ
て
い
る
世
界
有
数
の
ビ
ー
ル
コ
ン

件
が
な
く
な
る
。
県
内
生
徒
と
は
別
枠
と
な
　

て
知
ら
れ
る
韮
崎
も
、
サ
ッ
カ
ー
部
へ
の
入

り
、
県
内
の
募
集
定
員
に
は
影
響
し
な
い
。
　

部
を
考
え
る
県
外
生
徒
か
ら
毎
年
、
数
件
の

来
春
入
試
で
は
昨
年
度
も
枠
を
設
け
て
　

問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

い
た
甲
府
工
、
甲
府
商
、
北
杜
、
農
林
、
韮
崎
　

両
校
と
も
全
国
募
集
枠
を
設
け
る
こ
と
で
、

工
の
５
校
の
ほ
か
、
日
川
、
韮
崎
、
都
留
、
笛
　

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
環
境
を
整
え
る
意
図
が
あ

吹
か
新
た
に
導
入

す
る
。
募
集
定
員
は
９
校

で
計
5
2
人
程
度
。

来

春
入

試
か
ら
枠
を
設
け

る
４
校
の
う

ち
、
日
川
は
普
通
科
に
５
人
程
度
の
枠
を
設

け
る
予
定
。
い
ず
れ
も
男
子
で
ラ
グ
ビ
ー
と

ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー

ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
野
球
へ
の
入
部
希
望
者

が
対
象
。

韮
崎
は
普
通

科
５
人

程
度
、
文
理

科
１

人
程
度
と
す
る
。
学
力
や
指
定
の
部
活
動
で

の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
で
出
願
条
件
を
選

べ
、
部
活
動
は
サ
ッ
カ
ー
男
子
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル

女
子
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女

子
、
陸
上

男
女
、
吹
奏
楽
男
女
を
指
定
し
て
い
る
。

全
国
大

会
常
連

の
ラ
グ
ビ
ー
部
を
持
つ

る
。現

在

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
人
工

芝
に
す
る
計

画

を
進
め
て
い
る
日
川
の
橘

田
浩
校

長
は

「
県
内

外
の
生

徒
が
切

磋
琢

磨
す
る
環

境

を
つ
く
る
こ
と
で
、
部
活
動
の
さ
ら

な
る
活

性
化
に
つ
な
げ
た
い
。
部
の
活
躍
は
学
校
、
地

域
の
活
気
に
も
つ
な
が
る
」
と
話
す
。

た
だ
、
昨
年

度
の
全
国
募
集
枠
は
５
校
2
9

人
の
定
員
に
対
し
、
受
験
者
は
Ｉ

大
。
５

校

中
４
校
で
受
験
者
が
お
ら

ず
、
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
日
川

は
今

後
、
同

窓
会
や

Ｏ
Ｂ
に
制
度
を
周
知

し
て
生
徒
の
確

保
に

努
め
る
方
針
。
韮
崎
も
「
部
活
動
の
顧
問
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
な
が
ら
呼
び
か
け

て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

2
０
２
３
年
（
令
和
５
年
）
８
月
２９
日
（
火
）

山

梨

産

ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
　

世

界

最

高

賞

英
国
で
開
か
れ
た
国
際
ビ
ー
ル
審
査
会

「
ワ
ー
ル
ド
ー
ビ
ア
ー
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
3

」

で
、
萌
木
の
村
（
北
杜
市
高
根
町
清
里
、
船

木
上
次
社
長
）
が
製
造
・
販
売
す
る
グ
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
「
八
ヶ

岳

ビ
ー
ル
タ
ッ
チ

ダ
ウ
ン

清
里
ラ
ガ
ー
」
が
、
ラ
ガ
ー
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

世
界
最
高
賞
に
選
ば
れ
た
。
ほ
か
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
含
め
世
界

最
高
賞
の
受
賞
は
国
内

テ
ス
ト
で
、
今
回
は
5
0力
国
以
上
か
ら
計
約

２
千
銘
柄
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。

第

１
ラ

ウ
ン
ド
で
ビ
ー
ル
の
種

類
別
に

各
国
の
代
表
を
決
め
、
第
２
ラ
ウ
ン
ド
で
種

類
ご
と
に
世
界
最
高
銘
柄
を
決
定
。
第
３
ラ

ウ
ン
ド
で
各
種
類
を
統
合
す
る
「
ラ
ガ
ー
」
や

「
フ
レ
ー

バ
ー
」
な
ど
1
0
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と

の
世
界
最
高
賞
を
選
ん
だ
。
清
里
ラ
ガ
ー
は

第

３
ラ
ウ

ン
ド
で
ド
イ
ツ
や
カ
ナ
ダ
な
ど

の
１４
銘
柄
と
競
い
、
世
界

最
高
賞
に
選
ば
れ

た
。清

里

ラ

ガ
ー

は

、
同

社

が

創

業

時

の
1
9
9
7

年
か
ら
造
る
定
番
の
ビ
ー
ル
で
、

ブ
ラ
ン
ド
米
「
梨

北
米
」
な
ど
を
使
用
。「
ク

リ
ア
で
す
っ
き
り
と
し
た
口
当
た
り
で
、
強

め
の
苦
み
や
炭
酸
に
よ
る
爽
快
な
喉
ご
し
が

特
徴
」（
同

社
）
と
い
う
。
３
３
０
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
ボ
ト
ル
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
は
５
・
５

度
。
公
式

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
ほ
か
、
レ

ス
ト
ラ
ン
「
萌
木
の
村
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
（
ロ
ッ
ク
）
」

で
も
提
供
し
て
い
る
。

同
社
の
担
当
者
は
「
創
業
か
ら
ビ
ー
ル
醸

造
に
愛
を
注
ぎ
続
け
た
歴
代
の
醸
造
員

た

ち
の
努
力
が
評
価
さ
れ
た
。
今
後
も
八
ヶ
岳

の
雄

大
な
恵
み
を
お
届
け
す

る
ビ
ー
ル

造

り
に
社

員
一
同

全
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
話

し
た
。

27

一 一
. - 〃-

-



．

田

｢ ↑y/ ＆|｢
面｣[

ｍ ｏ ↑ｉｏ ｎ

‥　　
‥　…　　]

胃 隔1119雨りl 蕪111?19憚 鯛I扁嘩ｐ禰而s嘲百:

中
央
市
山
梨
県
人
会

総
会
・
懇
親
会
を
４
年
ぶ
り
に
開
催

月
3
0日
（
金
）
午
後
６
時
3
0分
よ
り
中
央

回

市
山
梨
県
人
会
（
石
原
保
郷
会
長
）
の
第

８
回
総
会
・
懇
親
会
が
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル

市
ヶ
谷
に
て
開
催
さ
れ
。
清
水
喜
彦
山
梨
県
人

会
連
合
会
長
を
は
じ
め
、
来
賓
、
会
員
合
わ
せ

て
3
7名
が
参
集
し
た

石
原
会
長
は
「
久
し
ぶ
り
に
皆
さ
ん
と
対
面

で
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
で
き
る
こ
と
を
非
常

に
嬉
し
く
思
う
。
こ
の
再
開
を
機
に
、
中
央
市

山
梨
県
人
会
の
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
ふ
る
さ

と
中
央
市
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。
」
と
抱

負
を
述
べ
た
。

望
月
智
中
央
市
長
は
、
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以
来
、
市
民
の
皆
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
政
策

を
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

年
が
中
央
市
に
と
っ
て
大
事
な
年
で
、
皆
さ
ん

に
は
中
央
市
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
よ
う
、

各
方
面
か
ら
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。
」
と
述
べ
た
。

総
会
で
は
、
令
和
４
年
度
事
業
報
告
並
び
に

決
算
、
会
計
監
査
報
告
、
令
和
５
年
度
事
業
計

画
案
並
び
に
予
算
案
に
つ
い
て
承
認
可
決
さ
れ

た
。懇

親
会
で
は
、
清
水
山
梨
県
人
会
連
合
会

長
、
瀧
本
勝
彦
山
梨
県
東
京
事
務
所
長
が
挨
拶

し
た
後
、
中
込
勝
子
山
梨
県
人
会
連
合
会
会
長

代
行
の
乾
杯
の
発
声
で
会
食
が
開
始
。
最
近
の

中
央
市
を
紹
介
す
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
上
映

さ
れ
た
ほ
か
、
中
央
市
出
身
で
ふ
る
さ
と
大
使

で
も
あ
る
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
須
貝
英
大

選
手
か
ら
の
「
９
月
か
ら
始
ま
る
ア
ジ
ア
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
ス
リ
ー
グ
に
は
是
非
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
、
応
援
を
お
願
い
し
た
い
。
ふ
る
さ
と

大
使
と
し
て
中
央
市
や
山
梨
県
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
。
」
と
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹

介
さ
れ
た
。

ま
た
、
中
央
市
出
身
で
ブ
ル
ー
テ
イ
ス
ト
の

塩
潭
世
奈
氏
に
よ
る
フ
ル
ー
ト
演
奏
を
鑑
賞
し

た
。
ホ
テ
ル
の
料
理
と
中
央
市
産
の
ワ
イ
ン
、

と
う
も
ろ
こ
し
、
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
を
堪
能
し

な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
や
お
互
い
の
近

況
、
ふ
る
さ
と
談
議
な
ど
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

最
後
に
、
中
央
市
山
梨
県
人
会
の
更
な
る
発

展
を
祈
願
し
、
本
会
顧
問
で
あ
る
井
口
貢
中
央

市
議
会
議
長
の
発
声
で
万
歳
三
唱
し
、
長
坂
恒

久
理
事
の
挨
拶
で
閉
会
し
た
。

（
事
務
局
　
寄
稿
）

市
川
三
郷
町
ゆ
か
り
の
会
「
り
ん
ど
う
」
で

４
年
ぶ
り
東
京
都
内
で
総
会
開
催

川
三
郷
町
ゆ
か
り
の
会
「
り
ん
ど
う
」
で

圃

は
、７
月
１
日
（
土
）
に
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
に
お
い
て
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た

東
京
都
内
で
の
開
催
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
開
催
し
な
か
っ
た
時
期

と
令
和
４
年
度
の
町
内
で
の
開
催
を
挟
み
、
４

年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
ほ
か
、
ご
来
賓
の
皆
様
と
事
務
局
合

わ
せ
て
5
0大
ほ
ど
が
集
ま
り
、
久
し
ぶ
り
の
再

会
や
初
対
面
で
も
地
元
の
話
題
に
花
が
咲
き
ま

し
た
。
ま
た
今
回
は
、
地
域
活
動
に
も
積
極
的

な
学
生
会
員
の
参
加
も
あ
り
、
和
や
か
な
ひ
と

時
と
な
り
ま
し
た
。

今
村
裕
会
長
は
、
常
務
理
事
を
務
め
る
学
校

法
人
日
本
体
育
大
学
の
取
り
組
み
や
町
と
の
連

携
事
業
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
し
、
「
り
ん
ど

う
」
の
活
動
が
町
に
貢
献
し
て
い
け
る
よ
う
引

き
続
き
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
挨
拶
。

遠
藤
浩
町
長
は
、
町
民
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
（
幸
せ
）
を
重
視
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
、
町

の
出
来
事
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
、
ご
来
賓
、
会

員
の
皆
様
に
は
今
後
も
町
へ
関
心
を
寄
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
来
賓
の
瀧
本
勝
彦
山
梨
県
東
京
事
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務
所
長
、
中
込
勝
子
山
梨
県
人
会
連
合
会
会
長

代
行
か
ら
は
、
市
川
三
郷
町
の
魅
力
や
今
後
の

発
展
に
期
待
い
た
だ
い
て
い
る
と
の
お
言
葉
を

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
不
安
定
、
不
確
実
な
時

代
に
あ
っ
て
も
今
村
会
長
の
も
と
で
「
り
ん
ど

う
」
ら
し
い
「
企
画
力
と
突
破
力
」
で
活
動
の

輪
を
広
げ
、
山
梨
の
発
展
に
貢
献
し
て
ほ
し
い

と
の
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
で
提
案
し
た
議
案
は
滞
り
な
く
ご
承
認

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
も
「
り
ん
ど
う
」
ら

し
く
「
つ
な
が
る
」
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
地
域

の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。懇

親
会
で
は
、
市
川
三
郷
町
出
身
で
「
り
ん

ど
う
」
会
員
で
も
あ
る
、
映
画
監
督
の
青
柳
拓

さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
緊
急

事
態
宣
言
下
の
東

京
で
自
ら
の
自
転

車
配
達
員
と
し
て

の
活
動
を
記
録
し

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
「
東
京

自

転

車

節

」

で

ド

イ

ツ
や

イ

ギ
リ

ス

の
映

画

祭

に

参

加

さ

れ

た

経

験

や

、

市

川

三

郷
町

を

舞

台

に

し

た

ド

キ

ュ

メ
ン

タ
リ

ー

「
ひ

い
く

ん

の

あ

る

く

町

」

の
制

作

過

程

に

お

い
て

地

元

へ

の
気

持

ち

が
変

化

し

た

こ

と

な

ど

、

興
味

深

い
お
話

を

伺

う

こ

と

が
で

き

ま

し

た

。
2
0
2
4

年

初

春

公

開

予

定

の
最

新

作

「

フ

ジ

ヤ

マ

コ

ッ
ト

ン

回
。
　
　
　
　
　

ロ
　
　
　
　
　
ト

ン
」

へ

の
期

待

も

↓

圖

圖

高
ま

り

ま
し

た

。

ら

Ｓ
　

’
Ｓ

Ｗ

°

。
゜
　

（
事

務

局
　

寄

稿

゛

甲
斐

市
山

梨
県
人

会

総
会
・
懇
親
会

月
２
日
（
日
）
午
前
１１
時
3
0分
よ
り
第
９

１

回
甲
斐
市
山
梨
県
人
会
（
飯
窪
光
隆
会

長
）
の
総
会
・
懇
親
会
が
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル

市
ヶ
谷
に
て

開
催
さ
れ
、
清
水
喜
彦
山
梨
県
人

会
連
合
会
長
を
は
じ
め
来
賓
、
会
員
合
わ
せ
て
3
7

名
が
集
ま
っ
た

総
会
で
は
、
中
込
勝
子
理
事
（
山
梨
県
人
会

連
合
会
会
長
代
行
）
に
よ
る
開
会
挨
拶
の
の

ち
、
保
坂
武
甲
斐
市
長
が
信
玄
堤
に
繁
茂
す
る

特
定
外
来
生
物
の
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
を
駆
除

す
る
取
り
組
み
や
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

を
見
せ
た
「
米
笠
は
た
る
ま
っ
り
」
、
ま
た
、

甲
斐
市
が
県
内
自
治
体
と
し
て
初
め
て
環
境
省

か
ら
「
脱
炭
素
先
行
１
０
０
地
域
」
に
選
定
さ

れ
た
こ
と
な
ど
、
市
の
近
況
に
つ
い
て
報
告
。

飯
窪
会
長
は
「
世
の
中
が
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

に
向
け
た
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
中
で
、

多
く
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
無
事
に
開
催

で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
う
。
故
郷
の
話

に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
、
会
員
相
互
の
親
交
を

よ
り
一
層
深
め
る
と
と
も
に
、
今
後
も
継
続
し

て
、
皆
様
の
周
囲
に
い
る
甲
斐
市
出
身
者
や
ゆ

か
り
の
あ
る
方
な
ど
に
お
声
掛
け
い
た
だ
く
こ

と
で
会
員
を
増
や
し
、
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」
と
挨
拶
。

総
会
で
は
、
令
和
４
年
度
事
業
報
告
並
び
に

決
算
、
会
計
監
査
報
告
、
令
和
５
年
度
事
業
計

画
案
並
び
に
予
算
案
、
令
和
５
年
・
６
年
度
会

長
選
出
案
に
つ
い
て
可
決
承
認
さ
れ
た
。

懇
親
会
で
は
、
乾
杯
前
に
恒
例
と
な
っ
て
い

る
甲
州
弁
ラ
ジ
オ
体
操
を
全
員
で
行
い
、
会
場

内
は
和
や
か
な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
た
。

そ
の
後
、
赤
洋
厚
甲
斐
市
議
会
議
長
に
よ
る

乾
杯
の
発
声
に
よ
り
会
食
が
開
始
。
新
た
に
加

入
し
た
会
員
及
び

新
任
理
事
が
紹
介

さ
れ
た
ほ
か
、
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
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推
進
係
の
担
当
者
か
ら
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
関
す
る
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

甲
斐
市
を
拠
点
に
活
躍
す
る
山
梨
ク
イ
ー
ン

ビ
ー
ズ
の
芦
渾
薫
代
表
理
事
が
「
石
川
幸
子
新

ヘ
ッ
ド
コ

ー
チ
を
迎
え

、
今
シ
ー
ズ
ン
の
ス

ロ

ー
ガ
ン
で
あ
る

”Ｇ
Ｏ
　

Ｎ
Ｅ
χ

Ｔ
”
を

念
頭
に
全
力
を
尽
く
す
」
と
決
意
を
述
べ
、
加

入
選
手
の
紹
介
や
試
合
日
程
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。ほ

か
に
も
、
株
式
会
社

甲
斐
路
苑
に
よ
る

甲
斐
市
特
産
品
の
販
売
ブ
ー
ス
出
店
や
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
は

自
粛
と
し
た
恒
例
の
カ
ラ
オ
ケ
を
４
年
ぶ
り
に

実
施
す
る
な
ど
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。最

後
に
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
甲
斐
市

三
本
締
め
を
行
い
、
鈴
木
一
哉
理
事
の
閉
会
の

挨
拶
に
よ
り
、
午
後
２
時
に
盛
会
の
内
に
終
了

し
た
。

（
事
務
局
　
寄
稿
）

山

梨

県

立

北

杜

高

等

学

校

東

京

同

窓

会

定

期

総

会
・
懇

親

会

開

催

‘
　
年
７

月
２

日
（
日

）
午
前
１１

時
よ

り
Ｓ
ｇ
！

口

回

総
会
・
懇

親
会

が
ア
ル
カ

デ
ィ
ア

市
ヶ

谷
で

開
催

さ
れ
ま
し

た
（
創
立
7
5
周
年
）

コ

ロ
ナ
禍
の
影

響
も
和
ら
ぐ
中
、

マ
ス

ク
を

外

し

て

の
旧

交

を

温

め

る
こ

と

が
で

き
ま

し

た
。
第
１

部
の
総
会

議
事
に
続
き
、
来
賓

の
ご

挨
拶
を
頂
き
ま
し

た
。
北
杜

高
校
同
窓
会
浅
川

力
三
会
長
よ
り

、
「
東
京
同
窓
会

奨
励
賞
」
を

は
じ
め
東
京
同
窓
会
の
皆
様
か
ら
は
多
大
の
ご

支
援
を
頂
い
て
お
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
河
手
由
美
香
校
長
先
生
よ
り
、
本

校
の
教
育
活
動
に
対
し
、
物
心
両
面
に
わ
た
り

多
大
の
ご
支
援
を
頂
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
の
ご
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

各
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て
、
県
ベ
ス
ト
４
を

勝
ち
取
っ
た
女
子
卓
球
部
、
2
0年
ぶ
り
に
県
ベ

ス
ト
８
に
入
っ
た
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
地
域
の
方
々
を
勇
気

づ
け
て
き
た
書
道
部
、
農
業
の
魅
力
を
発
信
す

る
農
業
ク
ラ
ブ
、
全
国
高
校
ギ
タ
ー
合
奏
コ
ン

ク
ー
ル
金
賞
の
ギ
タ
ー
部
、
そ
し
て
、
地
域
と

の
取

り
組
み

の
一

貫
と
し
て

、
北

杜

高
校
の
生
徒
と
市

内

業
者

が
共
同

開

発

し
た
「
食
杜

北

杜
」
の
成
果
等

に

つ
き
お
話
を
伺

い

ま
し
た
。

北
杜
市
副
市
長

の

小

林

明

様

よ

り

、
北
杜
市
で

は

「
北
杜
新
時
代

・

幸
せ

実
感
・
チ

ャ

レ

ン
ジ
北
杜
」

の

基

本

理

念

の

も

と

、
次

世
代
の
北

杜
を
担
う
「
人
材
育
成
」
が
最
も
重
要
で
あ
り

ま
す
」
と
の
御
話
か
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

清
里
の
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
改
築
の
進
展
状

況
に
付
き
ご
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

山
梨
県
東
京
事
務
所
長
の
瀧
本
勝
彦
様
か

ら
、
太
陽
光
発
電
に
よ
る
水
素
子
不
ル
ギ
ー
の

生
産
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
に
よ
る
進
展
等

に
つ
き
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

第
二
部
は
母
校
よ
り
招
待
い
た
し
ま
し
た
吹

奏
楽
部
生
徒
に
よ
り
、
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
課
題

曲
を
は
じ
め
、
力
強
い
演
奏
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
会
場
の
全
員
が
一
体
と
な
っ
て
手
拍
子
を

取
り
、
出
席
し
た
同
窓
生
に
大
き
な
感
動
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。

第
三
部
は
ご
来
賓
の
山
梨
県
人
会
連
合
会
会

長
の
清
水
喜
彦
様
か
ら
「
小
淵
沢
・
清
里
は
軽

井
沢
よ
り
素
晴
ら
し
い
」
と
の
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
本
部
同
窓
会
小
野
光
一
副
会
長
の
「
乾

杯
」
の
ご
発
声
と
と
も
に
、
懇
親
会
に
移
り
ま

し
た
。
久
し
ぶ
り
の
マ
ス
ク
な
し
の
会
話
に
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首都圏で催された集いや情報を紹介しています

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
旧
交
を
大
い
に
温
め
ま

し
た
。
本
年
も
米
寿
会
員
２
名
に
記
念
品
の
贈

呈
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
参
加
最
高
齢
者
は
9
5

歳
、
同
窓
会
総
会
肌
年
連
続
参
加
者
は
9
2歳
、

ま
さ
に
健
康
長
寿
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
。

お
元
気
な
大
先
輩
と
と
も
に
万
才
三
唱
の
後
、

名
残
を
惜
し
み
つ
つ
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

（
山
梨
県
立
北
杜
高
等
学
校
東
京
同
窓
会

副
会
長
・
事
務
局
長
　
安
部
博
寄
稿
）

在
京
山
梨
政
経
懇
話
会

京
山
梨
政
経
懇
話
會
は
７
月
４
日
、
東
京

回

都
千
代
田
区
の
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

で
第
２
０
２
回
例
会
を
開
い
た

講
師
に
招
い
た
の
は
山
梨
県
知
事
の
長
崎
幸

太
郎
氏
。
長
崎
氏
は
「
未
来
へ
進
化
す
る
『
や

ま
な
し
』
」
と
題
し
て
講
演
し
、
「
県
民
一
人

ひ
と
り
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
や
ま
な
し
」

を
県
政
の
基
本
目
標
に
し
て
い
る
と
説
明
し

た
。
県
の
役
割
に
つ
い
て
は
「
全
て
の
県
民
が

希
望
す
る
道
を
歩
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整

え
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
た

上
で
自
然
災
害
、
感
染
症
へ
の
強
靫
化
や
地
域

経
済

の
収

益
力

向

上
、
教
育
の
充
実
な

ど
に
取
り
組
み
、
県

民
に
幅
広
い
選
択
肢

を
提
供
し
て
い
く
考

え
を
示
し
た
。

個
別
の
取
り
組
み

で
は
水
素
・
燃
料
電

池
分
野
に
関
し
て
、
山
梨
モ
デ
ル
の
Ｐ
２
Ｇ
シ

ス
テ
ム
で
製
造
し
た
水
素
は
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
で
使
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
外
国
か
ら
も
引
き

合
い
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
。
こ
の
先
も
伸
び
続

け
る
産
業
で
あ
る
と
し
て
、
県
内
の
メ
ー
カ
ー

に
も
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
取
り
組
み
を

進
め
る
と
し
た
。

福
祉
分
野
で
は
介
護
待
機
者
ゼ
ロ
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
夫
婦
が
フ

ル
タ
イ
ム
で
共
働
き
を
し
て
い
る
場
合
、
在
宅

で
家
族
の
介
護
を
す
る
の
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
、

ど
ち
ら
か
が
仕
事
を
辞
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
ど
と
し
て
、
「
介
護
は
高
齢
者
た
け
で
な

く
、
全
世
代
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
」
と
指
摘

し
た
。
ま
た
、
介
護
離
職
を
避
け
よ
う
と
子
ど

も
に
世
話
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
「
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
」
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
と
の
懸
念

を
示
し
か
。

ま
た
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
開
通
す
れ
ば

甲
府
か
ら
品
川
ま
で
約
2
5分
で
行
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
県
内
へ
の
空
港

整
備
を
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
と
強
調
。
空
港

か
ら
甲
府
の
リ
ニ
ア
駅
を
利
用
し
て
品
川
ま
で

移
動
す
る
時
間
と
、
羽
田
空
港
か
ら
品
川
ま
で

の
移
動
時
間
は
同
程
度
に
な
る
こ
と
か
ら
、
小

型
機
を
受
け
入
れ
る
空
港
の
整
備
に
よ
り
羽
田

の
補
完
機
能
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
の
見
解

を
示
し
た
。

富
士
山
登
山
鉄
道
構
想
に
つ
い
て
は
「
賛
否

両
論
が
あ
る
」
と
し
た
上
で
「
議
論
が
戦
わ
さ

れ
る
こ
と
を
歓
迎
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
信
仰

の
対
象
で
あ
り
芸
術
の
源
泉
で
あ
る
富
士
山
の

普
遍
的
な
価
値
を
ど
う
や
っ
て
引
き
継
い
で
い

く
か
は
み
ん
な
で
議
論
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
で
あ
り
、
丁
寧
な
説
明
を
続
け
て

一
方
、
こ
の
日
の
例
会
前
に
は
2
0
2
3
年

度
の
総
会
が
開
か
れ
た
。
役
員
改
選
が
あ
り
、

新
会
長
に
元
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
社
長
、
会
長

で
山
梨
県
人
会
連
合
会
長
の
清
水
喜
彦
氏
を
選

出
し
た
。
清
水
氏
は
就
任
に
当
た
り
「
会
員
の

皆
さ
ま
の
指
導
を
い
た
だ
き
、
若
い
世
代
の
会

員
も
増
や
し
な
が
ら
会
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
2
0
0
7
年
か
ら
会

長
を
務
め
て
き
た
弦
開
明
氏
は
顧
問
に
就
く
こ

と
が
決
ま
っ
た
。
弦
間
氏
に
は
感
謝
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
た
。

在
京
山
梨
政
経
懇
話
会
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、
事
務
局
（
山
梨
日
日
新
聞
社
東
京
支

社
）
電
話
０
３
・
３
５
７
２
・
3
5
5
5
．
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第
6
3回

甲
府
中
学
・
甲
府

」
高
東
京
同
窓
会

和
５
年
７
月
８
日
　
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ロ

ル
に
て
総
会
・
懇
親
会
を
開
催

十
代
の
多
感
な
時
期
を
甲
府
市
美
咲
の
學
舎

で
過
ご
し
、
今
は
社
会
の
各
分
野
で
経
験
を
積

ま
れ
て
い
る
卒
業
生
同
士
が
年
に
一
度
会
す
る

節
目
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
新
宿
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

我
が
校
な
ら
で
は
の
伝
統
行
事
で
あ
る
日
本

一
の
距
離
の
強
行
遠
足
は
、
在
校
し
た
誰
も
の

心
に
残
る
経
験
で
あ
り
、
仲
間
と
励
ま
し
合

い
一
緒
に
乗
り
越
え
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の

人
生
に
お
け
る
大
き
な
糧
を
得
た
場
で
も
あ
り

ま
す
。
現
役
高
校
生
に
つ
い
て
も
、
昨
年
は
４

會
◆ ．◆ ◆
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一

年

振
り

の
実
施

が
で
き
、
男
子

が
小
諸
ま
で

の

１
０
４
Ｊｍ
、
女

子

が
小
海
ま
で

の
肘
・
６

㎞
を

踏
破
し
ま
し
た
。

今
年

度
よ
り

甲
府
一
高
は
「
ワ

ー
ル

ド
ワ
イ

ド
ラ

ー
ニ
ン

グ
コ
ン
ソ

ー
シ
ア

ム
構
築
支
援
事

業
」

の
拠
点
校
に
指
定
さ

れ
、
よ
り

グ
ロ
ー

バ

ル
な
視
点
で
の
教
育
活
動
・
探
究
活
動

の
展
開

を
は
じ
め
て

い
ま
す
。
ま
た
部
活
動
で
は
山
岳

部

・
ア

ー
チ

ェ

リ

ー
部

が
イ

ン

タ

ー
（

イ

、

弓

道
部
が
東
日

本
大

会
に
出
場
、
空
手
部

が
全

国

高
校
選
抜
大

会
団
体
組
手

３
人
制
に
お

い
て

３
位

に
入

賞
、
文

化
部
で
は
山
梨
県
下
最
多

の

６

部
門

（
弦
楽

・
美
術
工

芸
・
写
真

・
放

送
・

文

芸
・
茶

道
）
で
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
に
出

場
と

、
大

い
に
活

躍
す
る
現
役
学
生

の
姿
に

、

我

々
卒
業

生
も
刺
激
を
受

け
て
お
り
、
同
窓
会

と

し

て

の

バ
ッ

ク
ア

ッ

プ
も

行

っ
て

お
り

ま

す

。直
近
で

は
世
界

的
な
感
染
症
の
ハ

ン

デ
、、ベ
ッ

ク
に
よ
り

、
人
と
人
と

の
つ
な

が
り

は
大
き
な

制
約
を
受
け
ま
し

た
。
日

々
の
生
活

様
式
や
仕

事

の
ス

タ
イ

ル
も
大

き
く
変
わ
り

、
親
や
親
族

の
住
む
山
梨
へ

の
帰

省
で

す
ら
、
ま
ま
な
ら
ぬ

状
態
と

な
り

、
改

め
て
生
き
る
こ

と
の
意
味
、

人
生

の
意
義
を
見

つ
め
直

す
機
会

に
も
な
っ
た

と
感
じ
て

い
ま
す

。
そ
こ
で
今
年

の
テ

ー
マ
は

「
集

お
う
　

語

ろ
う
　

つ

な

が
ろ
う
！

～

同

じ
學
舎

の
仲
間

だ
ち
と
～
」
と
し

て
、
世
代

も

生
き
様
も
多
様

な
同
窓

の
皆
様
と
知
り
合

い
、

豊
か
な
毎
日
を
送

る
べ
く
新
た

な
絆
を
育
も
う

と
、
世
代
を
超
え
た
交
流
を
楽
し
む
機
会
と
し

ま
し
た

。
近
年
は
2
0代

・
3
0代

の
若
手
同
窓
生

の
参
加
も
増
え
て

お
り

、
一
番

の
若
手

は
令

和

３
年
卒
、
最
も
大
先
輩
は
昭
和
2
0年

卒
と
7
6年

に
わ
た

る
世
代

の
交
流
イ

ベ
ン
ト

が
実
現

で
き

て

い
る
こ
と
は
我

々
の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
も
県
内
最
古

の
伝
統
と

、
脈

々
と
培

わ

れ
た
誇
り
を
後
世
に
伝
え

る
べ
く

、
同
窓

の
絆

を
深
め
て
参
り

た
い
と
思

い
ま
す

。
　
　
　
｡１．

－一

よ
ろ
し
け
れ
ば
、
甲
府

中
学
・
甲
府

コ
局
東
京
同
恟
会

の
Ｈ
Ｐ
も
合
わ
せ

羅

て
ご
覧
く
だ
さ
リ
　
　
　
　
　
　

回

ｘ
回

（
2
0
2
3

年
度
当
番
幹
事
長

森
川
茂
樹
寄
稿
）

首

都

圏

山

梨

市

県

人

会

総

会
・
懇

親

会

和
５

年
度
の
首

都
圏
山

梨

市
県

人
会

総

圃

会
、
並
び
に

懇
親
会
が
７
月
2
2日
（
土
）
午

前
１１

時
か
ら
ふ
る
さ
と
山
梨
市
で
多
く
の
皆
様

の

出
席
を
い
た

だ
く

中
で

、
盛

大
に

開
催

さ
れ

ま
し

た
令
和
２
年
に
発
足
式

が
開
催

さ
れ
て
以
来

、

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防

止

の
観
点
か
ら
、
通
常
総
会
は
控
え
て

お
り
ま

し

た

が
、

コ

ロ

ナ
感

染

症

が
第

５

類

に
移

行

さ
れ
た
こ
と
を
う
け
、
故
郷
に
あ

る
山
梨
市

フ

ル
ー
ツ
パ
ー
ク
富
士
屋
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
設

立
後
初
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

当

日
は
、
晴
天

に
恵
ま
れ
、
ま
た
本
市
の
代

表

的
な
生
産
物
で
あ
る
桃
の
収
穫
時
期
と
重
な

り

、
甘
い
香

り
に
包

ま
れ
た
ふ
る
さ
と
山
梨
市

に
久

し

ぶ
り

に

帰

ら

れ
た

会

員

の
皆

様

か

ら

は
、
懐

か
し

さ
と
街

の
風

景
の
変
わ
り
よ
う
に
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心
踊
ら
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
県
人
会
連
合
会
会
長
代
行
中
込

勝
子
様
を
は
じ
め
山
梨
県
知
事
（
代
理
）
様
や

本
県
選
出
の
国
会
議
員
の
皆
様
、
地
元
山
梨
市

選
出
の
県
議
会
議
員
な
ど
多
く
の
ご
来
賓
の
出

席
を
賜
る
な
か
、
佐
野
公
哉
会
長
の
挨
拶
か
ら

は
じ
ま
り
、
令
和
４
年
度
会
務
報
告
、
ま
た
本

年
度
の
事
業
計
画
基
本
方
針
を
満
場
一
致
で
ご

承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
し
た
会
員

同
士
の
話
に
花
が
咲
く
中
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
高
木
晴
雄
市
長
様
か
ら
「
山
梨
市
の

現
在
」
と
題
し
て
山
梨
市
の
現
状
や
政
策
ビ

ジ
ョ
ン
、
昨
年
本
市
を
含
む
峡
東
地
区
が
認
定

を
受
け
た
「
世
界
農
業
遺
産
」
に
つ
い
て
な
ど

の
講
演
、
さ
ら
に
、
新
旧
の
街
並
風
景
を
切
り

取
っ
た
写
真
の
披
露
で
は
、
昭
和
の
時
代
を
は

じ
め
と
す
る
懐
か
し
い
光
景
に
大
き
な
歓
声
が

沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
山
梨
市
の
特

産
物
抽
選
会
で
は
、
ご
協
賛
い
た
だ
い
た
皆
様

か
ら
の
品
物
や
旬
の
桃
、
葡
萄
な
ど
が
会
員
の

手
に
次
々
と
わ
た
り
、
こ
ち
ら
も
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

続
け
て
、
観
光
大
使
で
も
あ
る
大
沢
聡
様
の

オ
カ
リ
ー
ナ
の
演
奏
が
始
ま
る
と
、
会
場
に
は

心
地
よ
い
空
間
が
広
が
り
、
ご
参
加
い
た
だ
い

た
皆
様
の
心
に
美
し
い
音
色
が
響
い
て
お
り
ま

し
た
。

最
後
に
は
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の
降
矢
和
子

様
の
指
揮
の
も
と
、
全
員
で
「
市
民
歌
」
を
歌

い
会
が
閉
幕
と
な
り
、
会
員
の
皆
様
か
ら
は
相

互
に
次
回
首
都
圏
で
再
開
を
誓
う
声
が
聞
こ
え

ま
し
た
。

ま
た
当
日
は
、
市
内
に
お
い
て
笛
吹
川
納
涼

花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
、
夜
空
を
彩
る
花
火
も

楽
し
む
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

首
都
圏
山
梨
市
県
人
会
で
は
、
引
き
続
き
本

市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｗ

話
　
　
0
5
5
3
　・
２
２
　・
―
―
―
―

（
内
）
2
4
1
2
　
事
務
局
（
山
梨
市
役
所
秘

書
課
内
）

港

区

山

梨

県

人

会令

和

５

年

度

総

会
・
懇

親

会

’‘
　
区
山

梨
県
人
会
は
、
８

月
2
0日
午
前
１１
時

回

半
か
ら

、
八
王
子

日
本
閣
で

昨
年
に
続

き

令
和
５
年
度
の
総
会
・
懇

親
会
を

開
催
し

た

折

か
ら
の
猛
暑
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
清

水
喜

彦
山
梨
県
人
会

連
合
会
会
長
、
瀧
本
勝
彦

山
梨

県
東
京
事
務
所
長
、
井
上
幸
彦
日
本
盲
導

犬
協
会

理
事
長

（
第
8
0代
警
視
総
監
、
甲
府
一

高
同
窓
会
名

誉
会

長
）
始
め
大
勢

の
来
賓
と
会

員
な
ど
総
勢
8
3人
が
集

い
、
議
事

の
後
、
太
田

順
祥

日
蓮
宗

・
玄

静
院

（
池
袋
）
3
9世
住
職

の

記

念
講
演
を
聞

き
ま
し
た
。
ま
た
、
第
３
部

の

懇

親
会

で
サ
ニ
ー
カ
ン
ト
リ

ー
ボ
ー
イ
ズ

の
懐

か
し

い
カ
ン
ト
リ

ー
ウ
ェ
ス

タ
ン
を
聞
き

つ
つ

料
理
と
久

々
の
歓
談
を
楽
し
み
約
３
時
間
に
わ

た
っ
て
交
流
し
か
。

三

神

茂
身

事

務

局

長

の
司

会

進
行

で

開
会

し

、
内
田
孝
会
長
代

行

が
、
中
村
忠
正

会
長

が

ご
挨
拶
申
し
上

げ
る
予
定
だ

っ
た

が
不
測

の
腰

痛
で
出
席

が
か
な
わ
ず
私
か
代
行
さ
せ
て
頂

き

ま
す
と

述

べ
、
昨
年

に
続

い
て
開
催
で
き
、
大

勢

の
ご
来

賓
の
皆
様

始
め
多

数
の
方

々
に
ご
出

席
頂
き

感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と

挨
拶
、
議
長
席

に

つ
き
令

和
４
年
度
事

業
、
会

計
報
告
及
び
令

和
５
年
度
事
業
計
画
案

、
予
算
案
を
審
議
、
承

認
を
頂
き

、
三
宅

勝
志

副
会

長
が
速
や
か
な
ご

審
議
を
感
謝
致
し

ま
す
と

閉
会

の
挨
拶
を
述

べ

て
第
一
部
を
終
了
し
か
。

来
賓
紹
介

の
の
ち
清
水
会
長

、
瀧
本
所
長
、

井
上
理
事
長

の
三
氏

の
ご
挨
拶

が
あ
り

、
清
水
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会
長
は
コ
ロ
ナ
禍
の
こ
の
三
年
間
は
す
べ
て
自

粛
気
味
だ
っ
た
が
、
連
合
会
の
各
委
員
会
は

し
っ
か
り
動
い
て
い
る
。
今
年
か
ら
は
更
に
活

動
を
活
発
に
と
ク
ー
ル
や
ま
な
し
等
企
画
を
進

め
て
い
る
と
述
べ
、
女
性
の
更
な
る
積
極
的
な

参
加
を
呼
び
掛
け
た
。
瀧
本
所
長
は
今
年
四

月
の
着
任
以
降
各
地
の
県
人
会
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
、
改
め
て
山
梨
県
人
の
パ
ワ
ー
を
認
識
し

た
。
県
人
会
と
山
梨
県
は
よ
り
一
層
手
を
携
え

て
い
き
た
い
と
語
っ
た
。

井
上
理
事
長
は
、
会
場
内
に
女
性
の
顔
が
多

い
こ
と
に
触
れ
最
近
は
女
性
の
積
極
的
社
会
参

加
が
あ
り
、
警
視
庁
で
初
の
女
性
副
総
監
が
就

任
し
、
自
衛
隊
で
こ
ち
ら
も
初
の
女
性
将
官
が

誕
生
し
た
こ
と
を
披
露
し
、
優
秀
な
女
性
の
活

躍
は
大
い
に
歓
迎
す

べ
き
こ
と
と
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
の
在
り

よ
う
を
俯
瞰
す
る
挨

拶
を
し
た
。

第
二
部
の
記
念
講

－

‐
－

－

ｊ

・
‐

’
．
ｇ

～

～

Ｘ

９

Ｉ

ヽ
ｉ
！

ｉ

ｐ
・
１

４
ｒ
・
ｒ

４

‘

Ｓ
ノ

演
は
「
花
は
黙
っ
て
咲
く
　
人
の
評
価
を
気
に

し
な
い
」
と
題
し
、
東
京
理
科
大
学
卒
業
後
、

広
告
代
理
店
、
日
蓮
宗
宗
務
院
勤
務
を
経
て
源

静
院
3
9世
を
継
承
し
た
太
田
住
職
の
講
話
。
冒

頭
、
安
倍
晋
三
元
首
相
、
美
空
ひ
ば
り
、
石
原

裕
次
郎
な
ど
著
名
人
1
0人
の
戒
名
当
て
ク
イ
ズ

が
あ
り
そ
の
意
味
を
話
し
当
選
者
に
住
職
か
ら

特
製
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

た
。
太
田
氏
は
、
四
苦
八
苦
な
ど
こ
の
世
で
大

が
避
け
ら
れ
な
い
煩
悩
を
ど
う
越
え
て
い
っ
た

ら
よ
い
か
に
つ
い
て
、
避
け
ら
れ
な
い
も
の
は

積
極
的
に
受
け
入
れ
て
共
存
す
る
気
持
ち
が
大

切
だ
ろ
う
。
誰
に
も
必
ず
良
い
面
は
あ
る
の
だ

か
ら
恐
れ
ず
怖
が
ら
ず
し
っ
か
り
身
に
入
れ
る

こ
と
だ
な
ど
話
し
た
。

第
三
部
の
懇
親
会
は
向
山
一
夫
常
任
理
事
が

務
め
、
中
込
勝
子
連
合
会
会
長
代
行
が
互
い
に

身
近
に
接
し
て
語
り
合
う
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
今
後
と
も
大

切
に
し
た
い
と
乾
杯
の
挨
拶
を
し
て
杯
を
あ
げ

た
。
余
興
の
カ
ン
ト
リ
ー
ウ
ェ
ス
タ
ン
は
早
稲

田
大
学
Ｏ
Ｂ
の
メ
ン
バ
ー

６
人

が
1
9
5
0

～
8
0年

代
の
ヒ

ッ
ト
曲
を
披
露
し

て
会
場
を
盛
り
上

げ
出
席

者
が
近
況
を
披
露
し
、
末

木
博
常
任
理
事
の
県
人
会

へ
の
期
待
と
お
礼

の
言
葉

と
全
員
の
一
本
締
め
で
会

を
閉
じ
た
。

（
事
務
局
　
寄
稿
）

４

’

ダ

ー

ー

・
－

―
ヽ

ｓ
 

“．
ｒ
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「

１9月30 日 �首都圏甲州市県人会総会･懇親会 �八王子日本閣

9月30 日 �身延高校東京同窓会 総会･懇親会 �アルカディア市ヶ谷

10月22 日 �首都圏都留市 総会･懇親会 �東京グリーンパレス

10月29 日 �首都圏韮崎会総会･懇親会 �東京グリーンパレス

11月22 日 �首都圏甲府会総会･講演会･懇親会 �日本記者クラブ･甲府市役所

11月23 日 �甲府南高校東京同窓会 総会･懇親会 �スクワール麹町

11月26 日 �神奈川･横浜山梨県人会 総会･懇親会 �ソシア２１（新横浜）

11月26 日 �帝京第三高校同窓会東京支部 総会･懇親会 �叙々苑　新宿東口店

)日 �身延高校東京同窓会 総会･懇親会 �アルカディア市ヶ谷
�

ｙ

－

ｉ
２

；

Ｓ

ｌ

，

ｒ

ｉ

?日 �首都圏都留市 総会･懇親会 �東京グリーンパレス

旧 �首都圏韮崎会総会･懇親会 �東京グリーンパレス

?日 �首都圏甲府会総会･講演会･懇親会 �日本記者クラブ･甲府市役所

3日 �甲府南高校東京同窓会 総会･懇親会 �スクワール麹町

5日 �神奈川･横浜山梨県人会 総会･懇親会 �ソシア２１（新横浜）

3日 �帝京第三高校同窓会東京支部 総会･懇親会 �叙々苑　新宿東口店
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2022 年12 月 よ り 公 開 さ れ た 映 画｢ＴＨＥ ＦＩＲＳＴ

ＳＬＡＭ ＤＵＮＫ｣( スラムタンク)｣ の空前の大ヒット。

そして８月、沖 縄を含む三 か国で 開催 された｢FIBA

バスケットボール ワールドカップ2023｣ で日本代 表｢

ＡＫＡＴＳＵＫＩ ＪＡＰＡＮ｣が順 位決定戦を含 む5 試合で

３勝し、パリ五 輪 への48 年 ぶりの五 輪自力 出場 を

手中に収めた。

バ スケットボール へ の 注 目 度 が 高 まる2023 年 。

Ｖ
Ｉ
辱

クィーンビ ーズ は10 月14 日( 土) 富 士吉 田 市 鐘 山

スポーツセンター体育館で開幕を迎える。

今 季は３シ ーズンぶりに声 だし応 援 が解 禁 となる

Ｗリーグ。コート内 の選手、スタンドのファン･ ブ ー

スターが一体となって戦っていたワールドカップ にも

負けない、クィーンビーズのファン･ ブースターの熱い

声 援で、強豪デ ンソーと対 戦するクィーンビーズの

後押しを!

2023
＝2024 MATCH SCHEDULE ※試合日程･開始時間･会場は､2023年8月４日現在の情報です｡今後､諸事情により日程･時間･会場等の情報は変更となる場合もあります

。

､､ダi ●

く恥10.14 回

忌1　10,15W

・“ な器 ぷｒ ”館

引 漂E惣 ，
10.21W

10.22Ｗ 爽勁談
HOME n HoME　　n シャンソンｖマジック

。　12.23Wぶ
・ ａ

‘: 12.24W　　　

山梨市民縫合体育館

.01.04堕?

一

憾
£ 監 し

‥ ・忌 辰l

寄

港? Ｆ　(

山梨県甲府市)

晋 閤 回

。 ４:

万元 こl

。
ラJj

き 談

河12.02W　　　

底 門

(山梨県南アルプス市)　　S

アイシンウィングス

必 洲

VS東京羽田ヴィツキーズ

奮 ほ 昌
チケ ット を 購入 する

･Ｗリ ーグ公 武 Ｗ咄 サイトに ある『Ｗ リーグ ユニパースj

パ ナーそ クリックt

･山東ク ィーンビーズ 事輪月 で輿 入

後 鱗 會や ブ ース ター クラ ブ に 入● する

クィーンビーズの

情 報チェックは

こちら から→
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○

第
２

回

事

業

委

員

会

【
日
　

時

】
令

和

５

年
６

月
７

日
（
水

）
1
6時
～
1
7
時
3
0
分

【
場
　

所

】
株
式

会

社

内

藤
（

ウ
ス
会

議

室

「
出

席

者

」
委

員

長
・
委

員

５

名
（

う

ち

１

名

Ｗ

ｅ

ｂ

参

加

）
、

事
業

委

員
会

事

務

局

１

名

、
東

武

ト
ス
フ
ツ
ア
ー
ズ
ー
名

１

開
会

２

挨

拶
　

委

員

長
　

飯

高
　

登

美
夫

３

議
事

ｍ

Ｃ

ｏ

ｏ

ｌ

①

Ｙ

ａ

ｍ

ａ

ｎ

ａ

ｓ

ｈ

ｌ

東

京

版
　

第
一
弾

企

画
　

根

津

嘉
一
郎

翁
の
巻
　

実

施

の
検

討

（
Ｉ

）
申
し

込

み

人

数
の
確

認

現

在

の
申
し

込

み
人

数
4
9一
名

（
２

）
催

行
内

容
の
確

認

①

出

発

前

・

集

合

場

所
　

新

宿

西

口
９

番

出

口
　

雨

の
場

合

は

地
下

集

合②

武

蔵

高

等

学

校
中

学

校

・

根

津

公

一
理

事

長

に

ご

挨

拶

を

い
た

だ

き

、
学

校

創

立

１

０
０

周
年

Ｄ

Ｖ

Ｄ

を

視

聴

後

構

内

の
見

学

/

③

東

京
ス
カ
イ

ツ
リ

ー

・
天

望

デ
ッ
キ
（
第
一
展

望

台

）

の

見

学

後

自

由

行

動
（
天

望

デ
ッ
キ
で
Ｅ

Ｖ

降
り

た

後
に

解

散

）
・
当

日

バ
ス
内

で

、
山

本

様

か

ら
参

加

者
に
下

記

を

ご
案

内

巾

天

望

回

廊
（

第

二

展

望

台

）
に

入

場

し

た

い
方

は

各

自

で

入

場

料

を

払

っ
て

入

場

（

＋
1
0
0
0

円

）

②

集

合

時

間

、
集

合

場

所

八
Ｉ

Ｉ

ｒ

－

―

ｊ

ス
は

集
合

時
間
3
0
分

前

か

ら
乗

車

可

能

）

㈹
所

要

時

間

な

ど
（
天

望

回

廊

混

雑

時

は

時

間

の

関
係

で

見

学
不

可

と

な

る
可

能

性
有

）

・
各

自

行

動

と

す

る

、
グ
ル
ー
プ
の
方

は

で
き

る
だ

け

ご
一
緒

に
行

動

す

る
よ
う

周

知

・

キ
ャ
ン
セ
ル
料

は

２

週

間

前

に
発

生
　

現

在
4
5
名

で

予

約

完

了
④
昼

食

会

場
　

本

所

吾

妻

橋

割

烹

と
ん

ぼ

・
ア
レ
ル

ギ
ー
対

応

可

能

な

為

申

込

時

に

確

認

凸

今

の
と

こ

ろ
な

し

・
飲

み

物
は

各

個

人
で
支

払

い

⑤
根

津
美

術

館

・
バ
ス

仁

戻
ら
な

い
た
め

、
荷

物

を

持
っ
て
下

車
（
荷

物

の
多

い

方

は
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
使

用

）

・

根

津

公
一
館

長

に
講

堂
に
て
「

根

津

美

術

館

の
歴

史

」
を

ご

説
明

い
た
だ

き

、
そ
の
後

自

由

鑑

賞

庭

園

も
散

策

可

能

・

鑑

賞
後

は

自
由

解

散

・

最

寄

り

駅

ま
で

坂

道

の
た

め
、
現

地

解

散

後

困
っ
て

い
る
方

が
い
た
ら

、
タ
ク
シ
ー
手
配

の
フ
ォ
ロ
ー

⑥

そ
の
他

・
台

風

な

ど

の
不

可

抗
力

が
発

生
し

た

場

合

、
健

康
を

第
一
に

考

慮
し

て
中

止

の
判

断
を

行

う

②
次

回
以

降

の
企
画

（
１

）
山
梨

開

催

企

画

案
（
1
0月

中
旬

以

降

に
開

催

予

定

）

・
サ
ン
ト
リ

ー
白

州
工

場

・
大

村

美

術

館

・

そ

の
他
見

学

場

所

１１
温

泉

、
大

村

先

生

の
生

家

、
七
賢

、
金

精

軒

、
紅

葉

の
時

期

な
の
で
紅

葉

も

良

い

・
食

事
場

所

の
検

討

（
２

）
東

京

開
催

企

画

案
（
来

年

度

）

・

開
催

時

期
　

総

会

の
後

７
月

前
半

予

定

４
　

閉
会
（
1
7時
3
0
分

）

○

第
３

回

事
業

委

員

会

【
日
　

時
一
令

和

５

年

７

月
2
6日
（
水

）
1
6時
～
1
7
時
3
0
分

「
場
　

所

」
株

式

会

社
内

藤
（

ウ
ス
会

議

室

【
出

席

者

】
委

員

長
・
委

員

７

名
（

１

名

Ｗ

ｅ

ｂ

参

加

）
、
事

務

局

長

、
事

業

委

員
会

事

務
局

１

名
・
や
ま

な
し

観

光

推

進

機

構

↓

名

Ｉ

開

会

２

挨

拶
　

委

員

長
　

飯

島
　

登

美

夫

３

議

事

ｍ

Ｃ

ｏ

ｏ
ｌ

①

Ｙ

ａ

ｍ

ａ

ｎ

ａ

ｓ
ｈ

ｌ

東

京

版
　

第
一
弾

企

画
　

根

津

嘉
一
郎

翁

の
巻
　

反

省

Ｉ

．
ア
ン
ケ
ー
ト

結

果
の
確

認

解

散

の
方

法

を

検

討
す

る

時

間

配

分

や

根
津

嘉
一
郎

の

選

定
に
つ
い
て
も

高

評

価

を

い
た

だ

け

た

。

次

回

以

降

の
甲

州
人

に
つ
い
て

、「

早
川

徳
次

」
の
意

見

が
多

数

の
た

め
こ
ち

ら
で
検

討

す

る

。

開

催

時

期

に
つ
い
て
は

、
６

月

は

梅

雨

、
総
会

の

時
期

の
た

め

、

７

月

上

旬

が

望
ま

し

い

②
山

梨

開

催

企
画

案
　
1
0
月
2
4
日
（
火

）
実

施
決

定

○

大

村

美

術

館
　

大

村

先

生

、
韮

崎

市

長

に
依

頼

済

み

、
所

要

時

間

を

１

時

間

程

度
で

調

整
　

２

班

に
分

か
れ

る
（

美

術

Iヤ' … ……'I:-."I"'‘:` '゚ l゙ 1¶　IJ 岬 ゛.･
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館
見
学
組
、
生
家
・
公
園
見
学
組
）

○
昼
食
「
そ
ば
処
上
小
路
」
若
し
く
は
螢
雪
寮
↓

大
村
美
術

館
に
確
認
を
と
る
（
飯
島
）

○
白
州
道
の
駅
　

農
産
物
の
お
買
い
物
　

所
要

時
間
3
0分

（
商
品
選
び
1
5分
、
レ
ジ
1
5分
）

○
サ
ン
ト
リ
ー
白
州
蒸
留
所
　

見
学
１
時
間
、
輿
水
様
講
演

及
び
試
飲
１
時
間
3
0分
　

計
２
時
間
3
0分
　
1
3時
2
0分
ま
で

に
駐
車
場
に
着
　

中
型
バ
ス
２
台
で
見
学
場
所
へ
移
動

○
募
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
　
募
集
開
始
　

８
月
盆
前

③
次
回
以
降
の
企
画

（
―
）
東
京
開
催
企
画
案
（
来
年
度
）
早
川
徳
次

・
東
京
メ
ト
ロ
研
修
セ
ン
タ
ー

普
段
は
見
学
の
受
け
入
札
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
許
可
取
り

を
行
う
。
所
要
時
間
１
時
間
程
度

・
地
下
鉄
博
物
館
　
所
要
時
間
１
時
間
程
度

・

十
ａ
の
見
学
施
設
を
検
討

（
２
）
山
梨
開
催
企
画
案

〈
候
補
〉
峡
南
、
富
士
束
部
地
域

・
早
川
町
リ
ニ
ア
南
ア
ル
プ
ス
ト
ン
ネ
ル
エ
事
現
場
見
学
会

十

西
山
温
泉
↓
リ
ニ
ア
は
県
関
係
で
も
安
全
の
関
係
上
厳
し
い

・
身
延
山
久
遠
寺
（
昔
行
っ
て
い
る
）
、
下
部
温
泉
等

・
大
月
市
他
　
葛
野
川
揚
水
型
発
電
所
見
学

・
丹
波
山
村
、
小
菅
村

・
奥
野
田
ワ
イ
ナ
リ
ー
　
東
京
の
若
い
人
に
人
気

４
閉
会
（
1
7時
3
0分
）

○

第
２

回

広

報
委

員

会
（

秋

麗

号

編
集

会

議

）

【
日
　

時

】
令
和

５

年

８

月

３
日
1
8
時

～

【
場
　

所

】
山

梨

県

東
京

事

務
所

会

議

室

【
出

席

者

】
委

員

長
・
副

委

員

長

、
委

員

４

名
（
１

名

Ｗ

ｅ
ｂ

参

加

）
、
オ

ブ
ザ

ー
バ
ー
２

名

、
事

務
局

長

―
開

会

２

挨

拶
　

委

員

長
　

山

下

昌

彦

３

議

題

Ｉ
。盛
夏
号
発
行
報
告

・
８
０
０
部
　
（
定
期
発
送
６
７
０
部
）

２
．
秋
麗
号
編
集
会
議

①
誌
面
の
構
成
案

言
誌
面
割
案

③
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案

・
別
紙
　

企
画
案
・
頁
割
案
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
り
協
議

３
．
ホ
ー
ム
ペ
上
ン
更
新
計
画

・
ス
ラ
イ
ド
で
更
新
案
を
説
明
、
原
案
を
更
に
詳
細
案
に
進
め

る
こ
と
を
了
承

４
．
購
読
者
拡
大
方
策
に
つ
い
て

・
更
に
具
体
策
を
検
討
す
る

４
閉
会
（
2
0時
3
0分
）

○
第
２
回
総
務
委
員
会

【
日
　

時

】
令

和

５

年

８

月

８
日
（
火

）
1
6時

～
1
6時
1
0
分

「
場
　

所

」
東

京

住
友

ク
ラ
ブ
　

会

議

室

「
出

席

者

」
会

長
・
会

長

代
行

、
委

員

長
・
委

員

５

名

、
東

京
事

務

所

長
・
県
人

会

担
当

２

名

、
事

務

局

長

「
司
　

会

」
飯

窪

副
委

員
長

Ｉ

開
会
　

委

員
長
　

中

村

芳

文

２

挨

拶
　

会

長
　

清
水

喜

彦

３

議

事
　

議

長
　

中
村

委

員
長

【
協

議

事

項

】

―
．
第
7
4
回

総

会
に
つ
い
て

①

総
会

収

支

報

告
（
案

）

・
原

案

の
と

お
り

承

認

し

、
第

２

回

理

事

会
に

報

告
す

る

②

反

省
・
改

善

事

項

に
つ
い
て

・

次

回

は

当

日

準

備

作

業

の
責

任

者

を

決

め

て
、
袋

詰

め
作

業

の
正

確
・
迅

速

な

実

施
を

期

す

こ
と

と
す

る

２

．
第
7
5
回

総

会
・
大

会
に
つ
い
て

①
令

和

６

年

度

度

開

催

概

要

・
原

案

の
と

お
り

隼

認

し

、
第

２

回

理

事

会
に

報

告
す

る

「
報

告
事

項

」

（
Ｉ

ズ
Ｊ
和

５

年

度
「

知
事

と

ふ
る

さ
と

を

語

る
会

」
に
つ
い
て

・

山
梨

県

東

京

事

務

所

担

当

か
ら

開
催

概
要

を

報

告

（
２

）
ク
ー
ル
①

や
ま

な
し

収

支

報

告
に
つ
い
て

・
事

務
局

か

ら
収

支

決

算

の
状

況

を
報

告

（
３

）
令

和

５

年

度

会

議
・
行

事

予

定

（
４

）
そ

の
他

４

閉
会
（
1
6時
1
0
分

）
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○日

○場

時

所

口 合白 鍔合(li)

令和５年度第２回理事会のご案内
令和5 年10 月31 日（火） １４時～

上野精養軒　2 階　梅の間 （03-3821 -21 81 ）

JR 上野駅公園口･京成上野駅正面口･東京メトロ上野駅7 番口から徒歩5分

｢令和５年度 幸せ実感!知事とふるさとを語る会｣ が

開催されます

○日　　時

○場　　所

○参加人員

○会　　費

○主　　催

○問合せ先

令和5 年11 月６日（月）18:00 ～19:45

京王プラザホテル　５階　コンコードボール ルーム

在京県人等　約250 名

7,000 円（松花堂弁当と県産酒を提供、県産品のお土産付き）

令和５年度　知事と語る会実行委員

知事と語る会事務局（山梨県東京事務所）

電話:03-5212-9033　　FAX:03-5212-903 ４

今後開催予定の会合･ 行事等　　　　　　9 月22日現在

月　　日 � 曜日 � 時間 � 行 事 一会議 名 � 会場（一部予定）

11 月１４日 � 火 �18:00 ～ �山梨県市長会との懇談会 � ホテルＫＫＲ東京

１１２月20 日 � 水 �１６：００～ �第3 回 理事会 � 上野精養軒

々 � 々 �17:30 ～ �第1 回 単位団体代表者会議 � 々

1月31 日2024

年 �
水 �18:00 ～ �新春賀詞交歓会 � ホテル雅叙園東京

※令和6 年度の第75 回総会は2024 年6月２日( 日)11:30 ～京王プラザホテルで開催予定です。

［

澄
1
1

匿

◇

８

月
2
6
日

山

梨

県

人

会
・
連

合

会

女

性

の
会

創

立
3
0
周

年

記

念

式

典

が
開

か
れ

ま

し

た

。
あ

わ
せ

て

総

会
・
懇

親

会

も

４

年

ぶ

り

に

開

催

。
今

や
女

性

の
時

代

、
朱

宮

新

会

長

の

も

と

、
益

々
の

充

実

を

祈

念

致

し

ま

す
。

◇

女

性

の
時

代

と

い
え

ば
パ
イ

オ
ニ
ア
の

お

一
人

、
塩

崎
千

枝

子

さ
ん

。
注

目

！

甲

州

人

に

登

場

で

す

。
代

議

士

塩

崎

恭

久

氏

の

妻
・

大

学

教

授
・
２

児

の
母

の
３

足

の
草

軽

を

履

い
た

文

字

通

り

怒

涛

の

人

生

で

し

た

。
今

を

生

き

る

若

い
女

性

た

ち

に

も

勇

気

を

与

え

て

く

だ

さ
い
ま

す
。

◇

女

性

と

い
え

ば
1
0
月
2
7
口

～
2
9
日

に

開

か

れ

る
第
5
0
回

信

玄

公

祭

り

の
主

役

、
信

玄

公

は

今

年

は
女

優

の

冨

永

愛

さ

ん

、
軍

師
・
山

本

勘

助

役

は
女

優

の
白

須

慶

子

さ

ん

で

す
。
華

麗

な

お

祭

り

と

な

る
こ

と

で
し

ょ

う

。
楽

し
み

で

す
。

◇

今

回

の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
す

る

若

者

た

ち

は

猫

株

式

会

社

代

表

小

林
一
樹

氏

。
猫

嫌

い

だ
っ
た

の
に

、
一
転

猫

目

線

に
立
っ
た
フ
ー

ド

を

開

発

し

、
今

や
猫

の
腎

臓

疾

患

対

策

に

も

取

り

組

ん
で

い
ら

っ
し

や
い
ま

す

。
犬

も

好

き

な
の
で

ド
ッ
ク
フ
ー

ド
に

も
手

を

出

し

て
お

ら

れ
る

と

い
う

件

り

は

笑
え

ま

し

た

。

◇

７

月
に

は
イ

ン
タ
ー
（

イ
で
日

本

航

空

高

の
バ
ス
ケ
ッ
ト

部

が
日

本
一
。
８

月

に

は
英

国

の

国

際

ビ

ー
ル

審

査

会

で

、
萌

木

の
村

の
ク

ラ
フ
ト

ビ

ー
ル
が

ラ

ガ

ー
カ
テ

ゴ
リ

ー
の

世

界

最

高

賞

に

選

ば

れ

ま

し

た

。
相

変

わ

ら

ず

山

梨

勢

の

活

躍

が
目

立

ち

ま

す

。
嬉

し

い
こ

と
で

す
。

（
山

下

）
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|゜ ･ 二 ･ ● “

英語で で゙きる″が

ふえてい く。

Ｊ

3
　

ｊ「

ゝ ，

’Ｉ

’ｔ

・

″

華

.9･･

私

奔

ｇ〃

●
，

lj' ぷ ゛'

女 ．　 ●

へ

●

●k　j ・ χ.

が・・
〃″

≒、Ｊ －I

i ’

＼ 無料モニターキャンペーン実施中!くわしくはこちらから! ／

無 料ＤＶＤセット 対 象

O歳～小学生までのお子さまが

いる国内在住の保護者の方

一 一 一

Ｗ
Ｅ
Ｂ

申し込 み 方法

サンリオ英語

http ｓ://en911 ｓh.ｓａｎrio.co.jp/1p/

ｓａｍｐｌｅ/

●μ

0 ２０２３ ＳＡＮＲＩＯ ＣＯ･, ＬＴＤ, ⑥　 著 作 株 式 会 社 サ ン リ オ

一 一 一 一

叫1
／

英語も知育も。一度でＷ 学 習。
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①

Ｈａｃｈｉｏｊｉ-Ｎｉｈｏｎｋａｋｕ

和 礁 卵 翔
ケ

う　　　
緑の中で永遠の誓い

巡行 祝 福 と 歓 声 に つ つ ま れ た 聖 堂 へ 尽 シ

木立に囲まれた厳かな聖域｢森のチャペル｣。

本の温もりに溢れ､大切な方々とアットホームな雰囲気のなかで永遠の愛を誓います。

挙式後はフラワーシャワーやブーケトスも。

ぺy４心か
寸柵奔騨゛`　 四'哉焉 考貝 にﾔ

■電 中[をご利用の場合

ＪＲ大J]駅 ＝JR 八王子駅 く符 急２９ 分)(

かいじ106り人11駅10:04発)

.__..　シヤしご ツ をご刊μμが.さい

てjlご三子 回答1,・

一 一 一

一 一 一 一 一一 一 一 -

■お車をご利JIIの場介

|司吏道「高 尾山 インターJJI げ で約20 分

‘ 圏火近がっながり．山梨方1111からの･I

アクセスが便利になりました．　　　

ｊ

jT ピ゙゙ ゛゙力くざ ㎜ Ｉ 耳|

Ｒ ｏｙａｌ Ｇ ａｒｄｅｎ Ｐａｌａｃｅ 

お問い介せ　　

ｔ ｅ ｌ
．
０ ４ ２

－
６ ７ ６

－4122 ‘･

八 王 子 日 本 閣 ：　　 受付時IMj 9:00
｀21:圓 火 水|11‘ 定休:祝ljを|局くj ■

1194,021 】束京都lll』'|lhlj'相原lll｣･Ｈ〕08疹｣也　　ｗIIWM.ｎｏｃｅ-2111gc.ｃｏｍ
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